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序
　
論

目
　
的

　
本
論
文
は
、
一
九
七
三
年
に
成
立
し
た
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
」
の
法
案
条
文
策
定
過
程
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
第
一
条
（
目

的
）・
第
二
条
（
基
本
原
則
）
の
理
念
規
定
、
ま
た
第
七
条
（
犬
及
び
ね
こ
の
引

取
り
）
の
、
都
道
府
県
・
政
令
で
定
め
る
市
に
犬
・
猫
の
引
取
り
を
義
務
付
け

た
規
定
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
な
組
織
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
関
与
し
、

ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
が
な
さ
れ
て
法
が
作
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
遅
く
と
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
日
本
の
動
物
愛
護
に
関
す
る
最
大
の
関
心
事

「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
法
案
条
文
策
定
過
程
の
検
討

―
理
念
規
定
及
び
犬
・
猫
引
取
義
務
規
定
を
中
心
に

春 

藤 

献 

一

が
、
行
政
施
設
に
お
け
る
犬
・
猫
の
殺
処
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地

は
な
い
。
こ
の
殺
処
分
は
、
古
く
は
狂
犬
病
予
防
の
た
め
に
行
政
が
捕
獲
、
あ

る
い
は
引
取
っ
た
不
要
犬
を
処
分
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
七
四
年
に

「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
で
は
、「
動
物
保
護
管
理
法
」、

あ
る
い
は
単
に
「
法
」
と
言
う
）
が
施
行
さ
れ
て
以
降
は
、
主
に
同
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
引
取
ら
れ
た
犬
・
猫
が
処
分
さ
れ
て
き
た（

1
（

。

　
法
第
七
条
は
、
都
道
府
県
又
は
政
令
で
定
め
る
市
に
対
し
、
犬
・
猫
の
飼
い

主
や
、
拾
得
者
等
か
ら
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
犬
・
猫
を
引
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
た
条
文
で
あ
る
。

　「
動
物
保
護
管
理
法
」
は
、
動
物
の
適
正
な
取
扱
い
や
虐
待
防
止
、
ま
た
動

物
を
愛
護
す
る
気
風
を
社
会
に
招
来
す
る
と
い
っ
た
、「
保
護
」
や
「
愛
護
」
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の
目
的
と
、
動
物
か
ら
人
間
の
身
体
や
財
産
を
守
る
「
管
理
」
の
目
的
を
持
つ

法
律
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
法
律
に
、
犬
・
猫
の
引
取
り
を
行

政
に
義
務
付
け
る
規
定
が
定
め
ら
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
で
一
二
二
万
頭（

2
（

の

犬
・
猫
が
殺
処
分
さ
れ
る
と
い
う
、
一
見
し
て
目
的
と
全
く
矛
盾
す
る
状
況
が

作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
動
物
の
「
保
護
」・「
管
理
」・「
愛
護
」
を
目
的
に
掲
げ
る
法
律
に
、

犬
・
猫
の
大
量
殺
処
分
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
か
。

こ
れ
が
本
論
文
の
問
い
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
こ
の
問
い
へ
の
答
え
を
、
法
案

条
文
策
定
過
程
に
求
め
、
こ
の
た
め
に
第
一
条
・
第
二
条
の
理
念
規
定
、
そ
し

て
第
七
条
の
犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
す
る
規
定
に
焦
点
を
当
て
る
。

先 

行 

研 

究

　
ま
ず
は
「
動
物
保
護
管
理
法
」
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
概
観

し
て
お
こ
う
。

　
同
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
代

表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
神
里
彩
子
（
二
〇
〇
七

（
（
（

）、
青
木
人
志
（
二
〇
〇
二
、

二
〇
〇
九（

（
（

）、
宮
田
勝
重
（
二
〇
〇
一

（
（
（

）
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理

す
れ
ば
、「
動
物
保
護
管
理
法
」
の
成
立
は
動
物
関
連
団
体
に
よ
る
立
法
運
動

の
成
果
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
関
連
団
体
に
よ
る
立
法
運
動
は
、
連
合
国
占
領
下
で
あ
っ
た
一
九
四
九
年
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
四
八
年
に
英
米
日
共
同
組
織
と
し
て
成
立
し
た

日
本
動
物
愛
護
協
会
が
、
一
九
四
九
年
の
動
物
虐
待
防
止
法
の
立
法
運
動
に

着
手
し
、
英
米
独
各
国
の
法
を
参
考
に
し
て
法
案
条
文
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

一
九
五
一
年
に
は
参
議
院
法
制
局
が
日
本
動
物
愛
護
協
会
の
案
を
基
に
し
て
、

「
動
物
虐
待
防
止
法
案
」
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
同
法
案
で
の
運
動
は
時

期
尚
早
等
と
さ
れ
進
展
せ
ず
、
運
動
は
停
滞
し
た
。

　
一
九
六
五
年
に
な
る
と
、「
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
」
が
動
物
愛
護

関
連
団
体
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
協
議
会
の
中
核
を
担
っ
た
日
本
動
物
愛
護
協

会
を
中
心
に
し
て
「
動
物
保
護
法
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
協
議
会
は
一
九
六
六

年
に
関
係
省
庁
の
意
見
も
取
り
入
れ
た
「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
」
を
ま
と

め
、
署
名
運
動
や
国
会
議
員
、
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

　
一
九
七
〇
年
に
は
同
法
案
か
ら
罰
則
等
を
除
い
た
「
動
物
保
護
法
案
」
が
自

民
党
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
成
立
す
る
か
に
見
え
た
。
し
か
し
国
会
情
勢
の
急

変
に
よ
り
成
立
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
一
九
七
三
年
に
国
会
を
通
過
し
た
「
動
物
保
護
管
理
法
」
は
、
社
会
党
の
大

出
俊
衆
議
院
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
九
六
六
年
作
成
の
協
議
会
案
を
も

と
に
調
整
が
な
さ
れ
た
も
の
が
、
議
員
立
法
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
成
立
し
た
動
物
保
護
管
理
法
は
、
一
九
六
六
年
に
動
物
愛
護
関
連

団
体
が
ま
と
め
た
協
議
会
案
を
、
多
く
の
点
で
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
法
案
が
国
会
を
通
過
し
た
主
要
な
要
因
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
一
九
六
九

年
に
英
大
衆
紙 Th

e People 

が
掲
載
し
た
「
英
国
の
犬
を
日
本
へ
送
る
な
」
と

す
る
記
事
等
を
発
端
に
、
世
界
各
国
か
ら
日
本
が
「
動
物
虐
待
国
」
と
し
て
見
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ら
れ
、
こ
れ
を
政
府
・
国
会
と
し
て
是
正
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
連
し
て
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
訪
英
（
一
九
七
一
年
）
や
、
予
定
さ
れ

て
い
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
来
日
（
一
九
七
五
年
）
へ
の
返
礼
で
あ
っ
た
と

の
見
方
も
強
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
当
時
社
会
問
題
化
し
て
い
た
犬
に
よ
る
咬
傷
事
故
を
防
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、「
動
物
の
管
理
」
を
求
め
る
世
論
の
後
押
し
で

あ
っ
た
。

　「
動
物
保
護
管
理
法
」
は
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
法
の
成
立
は
、
動
物
保
護
の
重
要
性
が
社
会
で
醸
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
が
焦
点
を
当
て
る
条
文
の
一
つ
で
あ
る
法
理
念
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
言
説
が
あ
る
。
日
本
動
物
愛
護
協
会
の
職
員
を
長
年
努
め
、
二
〇
一
九

年
六
月
時
点
で
も
評
議
員
を
務
め
る
会
田
保
彦
は
、
法
理
念
と
愛
護
協
会
の
理

念
は
、
動
物
愛
護
は
根
本
に
お
い
て
人
類
愛
に
も
通
じ
る
と
い
う
点
に
お
い
て

共
通
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た（

6
（

。
本
論
文
で
は
、
こ
の
共
通
性
は
、
愛
護
協
会
が

法
案
に
自
ら
の
理
念
を
転
写
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

仮
説
を
立
て
、
こ
れ
を
資
料
か
ら
立
証
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

方
　
法

　
以
上
の
よ
う
に
、
動
物
保
護
管
理
法
の
立
法
過
程
は
、
成
立
ま
で
の
経
過
や

成
立
要
因
と
い
う
観
点
か
ら
は
概
ね
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
で
、
立
法
過
程
で

は
法
案
が
作
成
さ
れ
て
は
改
め
ら
れ
る
と
い
う
過
程
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
資
料
の
少
な
さ
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
本
論
文
は
い
く
つ
か
の
新
資
料
を
用
い
て
、
こ
の
法
案
条
文
策
定
過

程
を
検
討
し
て
い
く
。

　
主
要
な
資
料
と
し
て
は
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
が
立
法
運
動
当
時
に
作
成
し

た
資
料
を
用
い
る
。
同
協
会
は
立
法
運
動
が
行
わ
れ
た
当
時
、
国
会
議
員
が
代

表
を
務
め
立
法
運
動
の
中
核
を
担
い
、
ま
た
当
時
の
日
本
に
お
い
て
最
も
有
力

な
動
物
愛
護
団
体
で
も
あ
っ
た
。

　
議
論
の
進
め
方
と
し
て
は
、
ま
ず
各
法
案
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
や
規
定
内
容

を
整
理
し
、
そ
の
上
で
、
理
念
規
定
（
第
一
条
第
二
条
）
及
び
犬
・
猫
の
引
取

り
を
都
道
府
県
等
に
義
務
付
け
た
規
定
（
第
七
条
）
に
つ
い
て
個
別
に
検
討
を

加
え
る
。

　
な
お
以
下
で
は
法
第
一
条
及
び
第
二
条
を
「
理
念
規
定
」、
第
七
条
を
「
引

取
義
務
規
定
」
と
呼
称
す
る
。

一
　
一
九
五
一
年
法
案
の
見
直
し

―
動
物
虐
待
防
止
会
議
の
開
催

　
法
案
条
文
策
定
過
程
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
一
九
六
三
年
か
ら
議
論

を
始
め
た
い
。
一
九
四
九
年
頃
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
立
法
運
動
は
、
主
に
日
本

動
物
愛
護
協
会
一
組
織
に
よ
る
運
動
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
年
か
ら
、
複
数

の
動
物
関
連
団
体
が
連
携
し
て
の
立
法
運
動
が
確
認
で
き
る
。
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一
九
六
三
年
六
月
一
日
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
、
日
本
獣
医
師
会
、
日
本
鳥

類
保
護
連
盟
、
愛
護
協
会
は
連
名
で
「
動
物
虐
待
防
止
法
案
立
法
化
推
進
趣
意

書
」
を
発
表
し
た
。
確
認
で
き
た
も
の
は
愛
護
協
会
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
趣
意
書
を
用
い
て
は
、
一
般
へ
の
法
案
の
普
及
や
、
署
名
運
動
が

行
わ
れ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
時
用
い
ら
れ
た
法
案
は
、
一
九
五
一
年
に
参
議

院
法
制
局
が
愛
護
協
会
の
案
を
基
に
し
て
作
成
し
た
「
動
物
虐
待
防
止
法
案
」

（
資
料
一
、
以
下
で
は
「
一
九
五
一
年
法
案
」
と
言
う
）
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
三
年
九
月
の
動
物
愛
護
週
間
に
は
、「
第
一
回
動
物
虐
待
防
止
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
。
動
物
虐
待
防
止
会
議
と
は
、
動
物
関
連
団
体
の
代
表
者
が
参

加
す
る
会
議
で
あ
り
、
こ
こ
で
立
法
運
動
が
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
回

会
議
の
概
要
は
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
動
物
虐
待
防
止
会
議
は
、
動
物
関
係
各
団
体
が
相
互
に
意
見
を
交
換
し
、

動
物
虐
待
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
動
物
愛
護
週
間
第
一
日

に
当
る
九
月
二
十
日
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
、
東
京
都

千
代
田
区
丸
の
内
日
本
工
業
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
参
加
団
体
は
左
の
十
五
団
体
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
動
物
虐
待
防
止
上
、

最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
動
物
虐
待
防
止
法
の
制
定
促
進
等
十
項
目
に
つ

い
て
審
議
し
、
夫
々
今
後
の
運
動
の
基
本
方
針
を
定
め
、
併
せ
て
決
議
を

行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
会
議
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を

最
初
と
し
、
そ
の
意
義
は
極
め
て
重
要
で
あ
る（

（
（

。

　
会
議
の
目
的
は
「
相
互
に
意
見
を
交
換
し
、
動
物
虐
待
防
止
に
資
す
る
」
と

さ
れ
、
最
重
要
議
題
と
さ
れ
た
の
は
立
法
運
動
で
あ
っ
た
。
議
題
一
は
「
動
物

虐
待
防
止
法
の
制
定
促
進
に
つ
い
て
」
と
さ
れ
る
。
会
議
で
は
六
月
に
始
め
ら

れ
た
署
名
運
動
が
、
主
に
福
祉
協
会
の
運
動
に
よ
り
約
三
ヶ
月
間
で
三
万
筆
を

集
め
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後
の
方
針
と
し
て
、
署
名
運
動
は
福
祉
協

会
が
統
括
す
る
こ
と
、
国
会
運
動
は
愛
護
協
会
が
統
括
す
る
こ
と
、
運
動
に
用

い
る
た
め
に
動
物
虐
待
の
事
例
を
収
集
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
下
記
の
決
議
文

を
十
五
団
体
全
会
一
致
で
採
択
し
た（

（
（

。

決
議

　
国
内
の
情
勢
に
照
し
、
動
物
へ
の
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
、
動
物

虐
待
防
止
法
を
制
定
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る（

（1
（

。

　
一
九
五
一
年
法
案
の
見
直
し
は
、
こ
れ
に
続
く
「
第
二
回
動
物
虐
待
防
止
会

議
」
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
回
会
議
は
第
一
回
の
二
年
後
、
一

九
六
五
年
の
動
物
愛
護
週
間
初
日
（
九
月
二
十
日
）
に
開
か
れ
た
が（

（（
（

、
詳
細
等

は
資
料
が
無
く
不
明
で
あ
る
。
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二
　「
動
物
保
護
法
案
」
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
試
案

　
　（

一
九
六
五
年
）
の
作
成

二
―
一

　
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
の
結
成

　
一
九
六
五
年
以
降
、
立
法
運
動
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
、「
全
日
本
動
物
愛

護
団
体
協
議
会
」（
以
下
で
は
「
協
議
会
」
と
言
う
）
で
あ
る
。
動
物
愛
護
関
連

団
体
を
構
成
団
体
と
す
る
組
織
で
、
東
京
都
獣
医
師
会
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

一
九
六
五
年
に
結
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。

　
一
九
六
五
年
の
第
二
回
動
物
虐
待
防
止
会
議
を
経
て
行
わ
れ
た
、
新
た
な
法

案
の
取
り
ま
と
め
は
、
こ
の
協
議
会
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
一
つ
の
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
日
本
動
物
愛
護
協
会
が
ま
と
め
た

『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
』（
以
下
で
は
『
経
過
に

つ
い
て
』
と
言
う
）
と
い
う
も
の
で
、
一
九
六
九
年
三
月
一
日
と
い
う
立
法
運

動
の
最
中
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
裁
は
Ｂ
５
判
十
一
ペ
ー
ジ
の
小
さ

な
も
の
で
あ
る
が
、
主
に
法
案
の
練
り
上
げ
過
程
を
詳
細
に
ま
と
め
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
現
物
を
確
認
で
き
た
『
経
過
に
つ
い
て
』
は
、
当
時
、
協
議
会

の
会
員
団
体
で
も
あ
っ
た
、
公
益
財
団
法
人
東
京
動
物
園
協
会
が
、
内
部
資
料

と
し
て
保
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
経
過
に
つ
い
て
』
は
、
愛

護
協
会
が
関
連
団
体
に
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

表 1　全日本動物愛護団体協議会会員団体名簿（1969年₃月₁日時点）

（ 日本動物愛護協会 （1 日本狆クラブ

1 日本動物福祉協会 （1 日本コリークラブ

1 日本獣医師会 （1 日本犬研究会

1 東京都獣医師会 （1 プードル愛好会

1 日本動物園水族館協会 （1 キャットソサエテー

1 東京動物園協会 （1 じゃぱんきゃっとくらぶ

1 日本鳥類保護連盟 （1 日本シャム猫クラブ

1 日本野鳥の会 11 日本捨猫防止会

1 日本ヨークシャテリヤクラブ 1（ 日本猫愛好会

（1 日本シェパード犬登録協会 11 日本ネコの会

（（ 日本ダックスフンドクラブ 11 ジャパンキャットア
〔 マ マ 〕

ソシェーション

（1 日本コッカースパニエル協会 11 日本盲導犬協会

出典：以下の資料に掲載されたリストから筆者が転記して作成し、掲載順に番号を付
　　　した。
　　　財団法人日本動物愛護協会『動物保護及び管理法制定運動の経過について』財
　　　団法人日本動物愛護協会、（111年₃月₁日、（1頁。上野動物園資料室所蔵。
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　『
経
過
に
つ
い
て
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
九
年
三
月
一
日
時
点
で
の
会
員
団

体
は
二
十
四
団
体（

（1
（

（
表
１
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
全
国
の
動
物
、
教
育
、
青
少
年
、

宗
教
、
社
会
奉
仕
関
連
団
体
に
往
復
は
が
き
で
求
め
た
法
案
へ
の
賛
成
署
名
は
、

計
一
五
五
団
体
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。

　
表
１
を
見
る
と
、
動
物
愛
護
団
体
の
他
に
、
獣
医
師
、
鳥
、
動
物
園
、
犬
種
、

猫
関
連
団
体
等
の
参
加
が
あ
っ
た
一
方
で
、
畜
産
動
物
関
連
団
体
や
、
実
験
動

物
関
連
団
体
の
参
加
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
協
議
会
の
会
長
は
、
一
九
六
四
年
に
斎
藤
弘
吉
か
ら
交
代
し
て
愛
護
協
会
の

理
事
長
に
就
い
た
加
藤
シ
ヅ
エ
（
社
会
党
、
参
議
院
議
員
）
が
務
め
、
副
会
長

は
東
京
都
獣
医
師
会
会
長
市
川
陸
奥
麿
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
会
長
佐
藤
三
蔵

が
務
め
た（

（1
（

。

二
―
二

　「
動
物
虐
待
防
止
法
案
試
案
」
日
本
動
物
愛
護
協
会
試
案

　
　
　
　（

一
九
六
五
年
）

　『
経
過
に
つ
い
て
』
に
よ
れ
ば
、「
一
九
五
一
年
法
案
」
を
見
直
す
に
当
た
り
、

ま
ず
試
案
を
作
成
し
た
の
は
愛
護
協
会
で
あ
っ
た
。
愛
護
協
会
は
全
三
十
四
条

か
ら
な
る
「
動
物
虐
待
防
止
法
案
試
案
」
を
一
九
六
五
年
十
一
月
十
三
日
に
ま

と
め
た
。
試
案
は
愛
護
協
会
に
と
っ
て
、「
概
ね
当
協
会
と
し
て
要
望
又
は
検

討
を
要
す
る
事
項
の
全
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

」
と
さ
れ
る
。

　
残
念
な
が
ら
『
経
過
に
つ
い
て
』
に
は
試
案
条
文
の
掲
載
は
無
く
、
規
定
事

項
の
概
要
の
み
が
表
２
の
通
り
掲
載
さ
れ
た
。

　
項
目
一
、
二
の
理
念
に
関
す
る
規
定
、
三
の
動
物
愛
護
週
間
規
定
、
五
の
所

有
者
責
任
規
定
、
七
の
審
議
会
規
定
等
、
制
定
さ
れ
た
法
と
同
様
の
趣
旨
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
項
目
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
法
の
原
点
を
こ
こ
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
試
案
は
法
と
は
多
く
の
点
で
異
な
っ
て
も
い
る
。
例
え
ば
法
で
は

保
護
の
対
象
と
な
る
動
物
が
一
部
の
家
畜
と
人
が
占
有
す
る
「
哺
乳
類
又
は
鳥

類
」
に
限
定
さ
れ
た
の
に
対
し
、
試
案
で
は
全
て
の
「
家
畜
」
と
、「
人
の
占

有
す
る
あ
ら
ゆ
る
動
物
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
動
物
虐
待
防
止
に
関
す
る
施

設
規
定
（
八
項
目
）
や
、
取
締
官
規
定
（
九
）、
動
物
愛
護
団
体
へ
の
助
成
規
定

（
十
）
な
ど
、
試
案
は
結
果
的
に
見
れ
ば
、
法
よ
り
も
突
っ
込
ん
だ
規
定
が
多

く
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
―
三

　「
動
物
保
護
法
案
」
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
案（
一
九
六
五
年
）

　
こ
の
一
九
六
五
年
十
一
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
試
案
は
、
翌
年
以
降
、
以
下
の

よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
参
議
院
法
制
局
第
二
部
第
一
課
に
こ
の
試
案
を
示
し
、
同
課
が
作
成
し

た
案
（
動
物
保
護
法
二
月
七
日
、
二
月
八
日
案
）
に
つ
い
て
種
々
検
討
を
重

ね
、
各
関
係
団
体
代
表
者
を
も
加
え
て
合
同
委
員
会
を
開
催
し
、
討
議
の

末
、
三
月
十
三
日
第
二
回
合
同
委
員
会
の
結
論
を
も
っ
て
概
ね
基
本
的
な

内
容
に
つ
い
て
意
見
の
調
整
を
了
し
、
動
物
保
護
法
第
五
案
（
四
月
二
日
）
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続
い
て
第
六
次
案
（

マ
マ

二
十
七
）
を
作
成
し
た（

（1
（

。

　
引
用
文
中
に
あ
る
「
合
同
委
員
会
」
は
、『
経
過
に
つ
い
て
』
に
掲
載
さ
れ

た
年
表
で
は
、
一
九
六
六
年
二
月
二
十
八
日
に
第
一
回
委
員
会
が
、
同
年
三

月
十
五
日
に
第
二
回
委
員
会
の
開
催
が
確
認
で
き
る
。
第
一
回
委
員
会
に
参
加

し
た
の
は
、「
法
制
局
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
」
と
さ

れ
、
第
二
回
に
は
こ
れ
ら
三
組
織
に
加
え
て
東
京
都
獣
医
師
会
の
参
加
が
あ
っ

た（
（1
（

。
法
案
の
検
討
は
二
十
四
団
体
が
参
加
す
る
協
議
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
ま
で
は
一
部
の
団
体
に
よ
り
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
動
物
保
護
法
案
」
が
、
資
料
二

の
法
案
で
あ
る
。
法
案
は
上
野
動
物
園
の
資
料
室
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、
資

料
室
は
公
益
財
団
法
人
東
京
動
物
園
協
会
が
管
理
し
て
い
る
。「
動
物
保
護
法

案
」
に
は
作
成
者
、
作
成
年
等
、
法
案
以
外
の
情
報
は
一
切
な
い
。
日
本
動
物

愛
護
協
会
や
日
本
動
物
福
祉
協
会
発
行
資
料
に
紛
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
動
物
保
護
法
案
」
が
一
九
六
六
年
二
月
―
四
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の

と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
協
議
会
が
取
り
ま

と
め
た
法
案
は
、
最
終
的
に
そ
の
名
称
が
「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
」（
一

九
六
六
年
六
月
二
十
日
）
と
な
る
。
法
案
に
管
理
の
要
素
が
前
面
に
現
れ
る
の
は
、

一
九
六
六
年
五
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
、
愛
護
協
会
と
各
省
庁
に
よ
る
打
合
せ

表 2　「動物虐待防止法案試案」（1965年11月13日）の構成

（
目的（動物に対する虐待の防止と人に対する愛護心
の普及）

（1
野犬等繁殖制限の特別措置（知事命令による強制的
手術）

1 趣旨（生命尊重と博愛心） （1 学校教育（教育の基準）

1 動物愛護週間 （1
動物の科学的利用（動物実験の資格者の限定、麻酔
及び実験終了後の安楽死の原則、展示の制限）

1
対象動物（11.1.1案と同じ。家畜及び人の占有する
あらゆる動物）

（1 屠殺（屠殺法の基準）

1
動物を占有する者の責務（適正な管理の義務・疾病
に対する治療の義務・動物を飼養し得なくなった場
合の処理法・年令の制限）

（1 畜産動物の虐待防止（極端な肥育法等の制限）

1 動物救急の義務 （1 動物の展示（施設基準）

1
審議会及び専門委員の設置（重要事項の審議、勧告、
関係法人の認可、その他各種基準設定）

（1 動物の輸送（健康維持と事故の報告）

1
動物虐待防止の施設（不要動物収容等を中心とする
施設）

（1
愛玩動物（終生飼養、本性の尊重、調教、品種改
良）

1 指導員及び監視員（取締官） 11
禁止行為（不当に殺傷し、苦しめ、暴力を用い、有
毒物を用い、飲食物を与えず、過重に使役し、動物
斗争をさせること）

（1
動物虐待防止のための公益法人（助成措置及₈項の
代行）

1（ 罰則（最高₁年、₅万円）

（（
家畜保健衛生所及び保健所の任務（₈項の協力又は
代行）

11 政令への委任

出典：以下の資料から筆者が転記し作成した。
　　　財団法人日本動物愛護協会『動物保護及び管理法制定運動の経過について』財団法人日本動物愛護協会、
　　　1（6（年₃月₁日、1-2頁。上野動物園資料室所蔵。
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で
の
意
見
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
事
実
こ
の
協
議
に
は
、
四
月
二
十
七

日
に
作
成
さ
れ
た
「
動
物
保
護
法
第
六
次
案
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
法
案
の
名

称
が
上
野
動
物
園
で
見
つ
か
っ
た
法
案
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
各
省
庁
と
の

協
議
に
つ
い
て
は
そ
の
協
議
内
容
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、
上
野
動

物
園
で
見
つ
か
っ
た
法
案
が
打
合
せ
で
示
さ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
、
記
録
さ
れ

た
議
論
と
の
矛
盾
が
な
い
。

　
な
お
「
動
物
保
護
法
案
」
と
い
う
名
称
を
持
つ
法
案
は
、
一
九
七
〇
年
に
も

自
民
党
政
調
内
閣
部
会
案
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
条
文
が
明
ら

か
で
あ
り
、
上
野
動
物
園
で
見
つ
か
っ
た
法
案
と
は
多
く
の
点
で
異
な
っ
て
い

る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
論
文
で
は
上
野
動
物
園
資
料
室
で
見
つ
か
っ
た
「
動

物
保
護
法
案
」
を
一
九
六
六
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
法
案
の

内
の
何
れ
か
で
あ
る
と
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。
な
お
以
下
で
は
同
法
案
を
、

「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
と
呼
称
す
る
。

　「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
は
、
全
十
条
と
附
則
か
ら
な
る
も
の
で
、
愛

護
協
会
試
案
（
一
九
六
五
年
）
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
法
案
で

あ
っ
た
。
法
案
の
見
出
し
語
は
、
次
の
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

　『
経
過
に
つ
い
て
』
で
は
法
案
が
愛
護
協
会
試
案
に
比
べ
て
シ
ン
プ
ル
に

な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
五
．
削
除
事
項

　
法
律
の
国
会
成
立
を
容
易
に
す
る
た
め
に
は
、
過
大
の
予
算
を
要
し
な

い
こ
と
、
過
度
に
複
雑
で
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
方
一
度
法
律

と
な
っ
た
事
項
は
修
正
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
条
文
の
内
容
を

ど
の
程
度
に
す
る
か
は
最
も
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
試
案
中
の

次
の
事
項
は
全
て
割
愛
削
除
し
た
。

（
一
）
教
育
に
関
す
る
事
項

表 3　「動物保護法案」（1966年₂月-₃月）の構成

₁条 目的 ₉条 保護動物に関する禁止行為

₂条 基本理念 （1条 罰則

₃条 動物愛護週間 附則 施行期日

₄条 適正な飼養及び管理 附則 総理府設置法の一部改正

₅条 犬及び猫の引取り 附則 地方自治法の一部改正

₆条 犬及び猫の繁殖制限 附則 軽犯罪法の一部改正

₇条 殺す場合の措置 専門委員※

₈条 科学上の利用に供する場合
の方法及び事後措置

出典：以下の資料から筆者が転記し作成した。
　　　「動物保護法案」発行者、発行年未記載。上野動物園資料室所蔵。
※専門委員に関する規定は、附則の後に続けて記載されるが、表記から
　して附則の規定とは考えにくく、また条文としても形式的に不十分な
　ものである。検討段階の条文がメモ書きとして記載されたか、なんら
　かの間違いによりこの場所に記載されたものと考えられるが、詳細は
　不明である。
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（
二
）
指
導
員
及
び
監
視
員

（
三
）
保
健
所
及
び
家
畜
保
健
衛
生
所
に
関
す
る
事
項

（
四
）
動
物
愛
護
団
体
の
助
成

　
又
各
種
動
物
管
理
に
関
す
る
事
項
は
、
動
物
の
適
正
な
管
理
と
し
て
一

項
に
取
り
ま
と
め
た
。

　
六
．
政
令
等
の
規
定
事
項

　
次
の
事
項
は
、
法
律
の
条
文
に
明
記
せ
ず
所
管
大
臣
の
命
令
事
項
と
し

た
。

（
一
）
動
物
の
適
正
な
飼
養
管
理
、
保
管
の
基
準

（
二
）
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
の
措
置

（
三
）
動
物
の
科
学
的
利
用
の
苦
痛
軽
減
及
実
験
後
の
安
楽
死
の
基
準（

（1
（

　
こ
の
記
述
は
、
六
月
に
「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
」
を
ま
と
め
た
う
え
で

の
記
述
で
あ
る
が
、「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
が
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な
っ

た
理
由
と
し
て
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
重
要
な
点
と
し
て
は
、

法
案
の
作
成
過
程
に
お
い
て
「
過
度
の
予
算
を
要
し
な
い
こ
と
、
過
度
に
複
雑

で
な
い
こ
と
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
価
値
基
準
は

法
案
の
変
遷
を
検
討
す
る
上
で
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
引
用
文
で
は
削
除
あ
る
い
は
政
令
等
へ
委
ね
た
項
目
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
他
、「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
で
は
、
遺
棄
や
虐
待
を
す
る
と
罰
則
対

象
と
な
る
動
物
種
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
家
畜
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
家

畜
で
は
な
く
、
指
定
さ
れ
た
一
部
の
動
物
種
に
、
人
が
占
有
す
る
動
物
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
か
ら
「
哺
乳
類
又
は
鳥
類
」
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を

「
保
護
動
物
」
と
呼
称
す
る
の
は
法
と
同
様
で
あ
り
、「
保
護
動
物
」
の
中
身
も
、

法
で
は
保
護
動
物
と
さ
れ
た
「
い
え
ば
と
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
除
け

ば
同
一
で
あ
る
。

　
ま
た
罰
量
に
つ
い
て
も
、
最
高
一
年
と
さ
れ
た
懲
役
刑
が
削
除
さ
れ
、
罰

金
・
科
料
規
定
の
み
と
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
際
、
試
案
で
は
五
万
円
以
下
と
さ

れ
て
い
た
罰
金
が
「
十
万
円
以
下
」
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た（

11
（

。

三
　「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
」
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会

　
　
最
終
案
（
一
九
六
六
年
）
の
作
成

三
―
一

　
関
係
省
庁
と
の
調
整

―
「
動
物
管
理
」
要
素
の
強
調

　
一
九
六
六
年
五
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
愛
護
協
会
と
各
省
庁
に
よ
る
打
合
せ

に
は
、
こ
の
よ
う
な
法
案
が
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
打
合
せ
は
参
議

院
会
館
第
二
会
議
室
を
会
場
に
、
午
後
二
時
か
ら
二
時
間
半
に
渡
っ
て
行
わ
れ

た
。
政
府
側
か
ら
の
参
加
者
は
、
次
の
省
庁
に
所
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
（
表

４
）。

　
動
物
愛
護
団
体
側
か
ら
は
、
愛
護
協
会
か
ら
加
藤
シ
ヅ
エ
理
事
長
を
始
め
と

す
る
七
人
が
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
か
ら
佐
藤
三
蔵
会
長
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
の
協
議
の
結
果
取
り
決
め
ら
れ
た
事
項
は
、
以
下
の
通
り
と
さ
れ
る
。
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○
協
議
の
結
果
取
り
極
め
た
事
項

一.

名
称
を
動
物
虐
待
防
止
法
と
す
る
こ
と

二.

適
正
な
飼
養
及
管
理
、
犬
猫
引
取
り
の
措
置
、
殺
す
場
合
、
科
学
上

の
利
用
の
場
合
等
に
お
い
て
、
所
管
大
臣
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
基
準

の
作
成
に
当
っ
て
関
係
機
関
の
長
と
協
議
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と

三.

適
正
な
飼
養
に
、
他
人
に
迷
惑
等
を
及
ぼ
さ
な
い
趣
旨
を
明
確
に
す

る
こ
と

四.

犬
猫
の
引
取
り
に
当
っ
て
、
手
数
料
を
徴
収
し
得
る
よ
う
に
す
る
こ

と（
1（
（

　
一
の
法
案
名
称
に
つ
い
て
は
、
会
議
の
場
で
「
殊
更
に
動
物
を
優
先
保
護
す

る
よ
う
な
印
象
を
与
え
な
い
た
め
動
物
虐
待
防
止
法
を
可
と
す
る
と
の
意
見
が

あ
り
、
反
対
は
な
か
っ
た（

11
（

」
こ
と
か
ら
、
防
止
法
へ
と
名
称
の
変
更
が
検
討
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
三
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
及
び
郵
政
省
の
意
見
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
四
の
犬
猫
の
引
取
り
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
述

す
る
。

　
こ
の
他
の
議
論
と
し
て
は
、
農
林
省
か
ら
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
で
の
養
鶏
と
法

案
の
関
係
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
協
会
か
ら
、「
畜
産
行
為
を
本
法
で
規

制
す
る
意
図
は
全
く
な
く
、
畜
産
の
経
済
性
と
適
切
な
飼
養
と
が
一
致
す
る
と

の
意
見
を
も
っ
て
い
る（

11
（

」
と
回
答
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
禁
止
事
項
に
動
物
闘

争
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

か
ら
農
林
省
が
禁
止
に
消
極
的
な
意
見
を
出
し
た
が
、
協
会
側
は
禁
止
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
動
物
愛
護
週
間
に
つ
い
て

も
、
大
蔵
省
か
ら
前
例
が
な
い
た
め
「
動
物
愛
護
の
日
」
と
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
協
会
は
週
間
行
事
と
し
て
の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
日
の
行
事
と
す
る
こ
と
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
他
、
所
管
省
に
関
す
る
議
論
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
打
合
せ
で
は
結
論
は

出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

表 4　政府側参加者の所属

（ 総理府 1 林野庁指導部

1 法務省刑事局 1 自治省官房文書課広報課

1 大蔵省主計局法規課 1 運輸省鉄道監督局

1 文部省官房総務課審議班 （1 郵政省官房文書課

1 厚生省乳肉衛生課 （（ 参議院法制局第二部

1 農林省畜政課

出典：以下の資料から筆者が作成し、掲載順に番号を付した。
　　　財団法人日本動物愛護協会『動物保護及び管理法制定運
　　　動の経過について』財団法人日本動物愛護協会、（111年
　　　₃月1日、6-（頁。上野動物園資料室所蔵。
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三
―
二

　「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
」
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
最
終

　
　
　
　
案
（
一
九
六
六
年
）

　
こ
の
打
合
せ
以
後
、
法
案
の
取
り
ま
と
め
作
業
は
急
速
に
進
ん
で
い
く
。
ま

ず
五
月
二
十
五
日
に
「
動
物
虐
待
防
止
法
案
」（
第
七
次
案
）
が
作
成
さ
れ
た

か
と
思
え
ば
、
同
三
十
一
日
に
は
修
正
案
（
八
次
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。
次

に
六
月
十
日
に
は
、「
危
険
動
物
の
届
出
」
に
関
す
る
規
定
を
追
加
し
、
名
称

を
改
め
た
「
動
物
保
護
及
管
理
に
関
す
る
法
案
」（
九
次
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。

そ
し
て
三
日
後
の
十
三
日
に
は
「
動
物
斗
争
」
を
禁
止
事
項
か
ら
外
し
た
十
次

案
が
作
成
さ
れ
、
十
五
日
に
は
罰
金
を
「
十
万
円
以
下
」
か
ら
「
五
万
円
以

下
」
に
引
き
下
げ
た
十
一
次
案
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
日
に
十
二

次
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
協
議
会
の
最
終
案
と
す
る
こ
と
を
七
月
十
一

日
に
採
決
し
た
と
さ
れ
る
。
十
二
次
案
に
は
禁
止
事
項
か
ら
外
さ
れ
た
「
動
物

斗
争
」
が
再
び
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
動
物
福
祉
協
会
の
強
い
主
張
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　
以
降
の
本
論
文
で
は
、
こ
の
「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
」
全
日
本
動
物
愛

護
団
体
協
議
会
最
終
案
（
第
十
二
次
案
）
を
、
最
終
案
と
略
す
。
最
終
案
の
条

文
は
、
資
料
三
の
通
り
で
あ
る
。

　
最
終
案
の
条
文
は
、
桜
美
林
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
鶴
田
文
庫
」
で
見

つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
鶴
田
文
庫
」
と
は
博
物
館
学
者
で
あ
っ
た
故
鶴
田

総
一
朗
の
蔵
書
・
資
料
群
で
あ
り
、「
昭
和
戦
後
期
の
ほ
ぼ
全
て
に
わ
た
る
日

本
の
博
物
館
学
文
献
と
、
国
内
屈
指
の
海
外
博
物
館
学
関
係
文
献
」
を
所
蔵
す

る（
11
（

。
こ
こ
に
日
本
動
物
愛
護
協
会
関
連
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

所
蔵
資
料
は
愛
護
協
会
機
関
誌
『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
が
中
心
で
、
年
報
や
動
物

愛
護
週
間
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
発
行
年

が
明
ら
か
な
も
の
は
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
鶴
田
が
こ
の
時
期
に
愛
護
協
会
の
会
員
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
最
終
案
の
条
文
の
掲
載
が
あ
っ
た
資
料
は
、「
動
物
保
護
法
案
及
び
管
理
法

案
・
動
物
保
護
法
案
対
照
表
」
と
表
題
が
つ
い
た
資
料
で
あ
る
。
体
裁
は
Ｂ
５

判
四
ペ
ー
ジ
、
内
容
は
、「
最
終
案
」
と
、
自
民
党
政
調
内
閣
部
会
が
ま
と
め

た
「
動
物
保
護
法
案
」（
一
九
七
〇
年
五
月
十
一
日
）
の
対
照
表
で
あ
っ
た
。「
最

終
案
」
は
一
九
六
六
年
六
月
二
十
日
付
け
の
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
案

で
あ
る
と
明
記
さ
れ
る（

11
（

。

　
こ
の
資
料
に
は
発
行
者
、
発
行
年
の
記
載
は
な
い
が
、
愛
護
協
会
機
関
誌

『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
の
付
属
資
料
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
対
照
表
と

同
じ
く
「
鶴
田
文
庫
」
が
所
蔵
す
る
『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
五
十
一
号
（
一
九
七

〇
年
七
月
号
）
に
は
、
最
終
案
と
一
九
七
〇
年
自
民
党
案
に
つ
い
て
「
別
に
両

法
案
の
比
較
表
を
掲
載
し
ま
し
た
か
ら
ご
参
照
下
さ
い
」
と
あ
る（

11
（

。
五
十
一
号

内
に
比
較
表
の
掲
載
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
動
物
保
護
法
案
及
び
管
理
法
案
・

動
物
保
護
法
案
対
照
表
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鶴

田
文
庫
は
、
鶴
田
の
書
架
に
お
け
る
資
料
の
並
び
順
を
整
理
番
号
と
し
て
保
存

し
て
い
る
。
五
十
一
号
の
整
理
番
号
は d-1-（06

、
対
照
表
は d-1-（0（ 

で
あ
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り
、
同
じ
書
架
に
お
い
て
一
つ
の
資
料
（d-1-（0（

）
を
挟
ん
だ
極
め
て
近
い

場
所
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
対
照
表
は
機

関
誌
の
付
属
資
料
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
最
終
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
概
ね
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、

『
経
過
に
つ
い
て
』
で
は
最
終
案
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

　
七
．
追
加
条
項

　
検
討
の
結
果
次
の
事
項
が
各
々
一
条
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
即
ち
、
動

物
の
愛
護
と
同
時
に
、
人
の
公
害
防
止
の
面
を
持
っ
た
法
律
と
し
て
の
性

格
を
よ
り
明
確
化
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

（
一
）
野
犬
対
策
等
動
物
に
よ
る
公
衆
の
被
害
防
止
の
た
め
、
飼
主
が
動

物
を
適
正
に
飼
養
及
び
保
管
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
二
）
危
険
動
物
の
届
出
制
に
つ
い
て

　
以
上
、
最
終
法
案
は
全
文
十
四
条
で
あ
る
が
、
上
記
五
﹇
先
に
引
用

し
た
「
五.

削
除
事
項
」﹈
の
事
項
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
主
要
事
項
を
含

み
、
わ
が
国
の
実
情
に
照
ら
し
て
概
ね
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る（

11
（

。

（﹇
　
﹈
内
筆
者
）

四
　「
動
物
保
護
法
案
」
自
民
党
政
調
内
閣
部
会
案
（
一
九
七
〇
年
）

　
　
の
作
成

　
最
終
案
は
こ
の
よ
う
な
経
過
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七

〇
年
に
は
、
最
終
案
と
は
大
幅
に
異
な
る
法
案
が
国
会
を
通
過
し
か
け
る
、
と

い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
法
案
を
ま
と
め
た
の
は
自
民
党
政
調
内
閣
部
会
で
、

法
案
名
称
は
「
動
物
保
護
法
案
」（
資
料
四
、
以
下
で
は
「
自
民
党
案
」
と
言
う
）

で
あ
っ
た
。「
自
民
党
案
」
は
、
第
六
十
三
回
特
別
国
会
会
期
末
の
五
月
十
三

日
に
成
立
予
定
で
あ
っ
た
が
、
同
日
に
上
程
さ
れ
た
「
靖
国
神
社
法
案
」
を
め

ぐ
っ
て
、
穏
や
か
で
あ
っ
た
国
会
情
勢
が
急
変
し
、
法
案
を
提
議
予
定
で
あ
っ

た
衆
議
院
内
閣
委
員
会
が
開
か
れ
な
い
ま
ま
閉
会
を
迎
え
た（

11
（

。

　
法
案
は
成
立
を
見
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
案
条
文
策
定
過
程
を
検
討

す
る
と
い
う
本
論
文
の
目
的
上
、
経
緯
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
法
案
の
通
過

に
失
敗
し
た
直
後
、
一
九
七
〇
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
愛
護
協
会
機
関
誌
上
で

は
、
協
会
理
事
長
で
参
議
院
議
員
で
あ
っ
た
加
藤
シ
ヅ
エ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う

な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
今
国
会
﹇
第
六
十
三
回
特
別
国
会
一
九
七
〇
年
一
月
十
四
日
―
五
月
十
三

日
﹈
を
好
機
と
し
て
、
こ
の
際
一
挙
に
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
少
の

問
題
点
は
削
除
し
、
反
対
の
な
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
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従
来
の
国
会
の
情
勢
を
み
ま
す
と
、
あ
る
と
き
は
与
野
党
が
対
立
し
、

あ
る
と
き
は
選
挙
が
あ
る
な
ど
し
て
、
こ
の
種
の
法
案
の
審
議
に
適
し
た

状
態
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
点
前
述
の
よ
う
に
今
国
会
は
ま
れ
に
み
る
平
穏
さ
で
し
た
か
ら
、

こ
の
機
会
を
失
し
て
は
再
び
こ
の
よ
う
な
好
機
を
迎
え
得
る
か
ど
う
か
保

証
の
限
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
今
国
会
成
立
を
期
し
た

わ
け
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
国
会
の
会
期
を
考
え
、
審
議
の
短
縮
を
図
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
法
案
の
条
項
す
ら
も
、
一
部
譲

歩
し
、
成
立
後
に
改
正
、
充
実
を
図
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
審
議
中
罰
則
条
項
の
全
部
を
削
除
、
つ
ま
り
こ

の
法
律
は
動
物
保
護
基
本
法
と
い
う
よ
う
な
性
格
の
も
の
に
し
、
罰
金
科

料
の
規
定
、
動
物
を
遺
棄
、
闘
争
さ
せ
る
行
為
等
の
禁
止
条
項
を
削
除
す

る
こ
と
を
も
、
情
勢
上
や
む
を
え
な
い
も
の
と
し
て
見
送
り
ま
し
た
。
そ

の
他
少
な
か
ら
ぬ
点
が
削
ら
れ
て
お
り
ま
す（

1（
（

。（﹇
　
﹈
内
筆
者
）

　
上
記
引
用
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
法
の
成
立
に
適
し
た
時
期
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
罰
則
等
の
重
要
な
条
項
で
も
譲
歩
し
、
成
立
を
期

し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
法
案
の
条
文
は
資
料
四
の
通
り
で
あ
る
。
他
の
法
案
や
法
と
比
較
し
て
、
自

民
党
案
は
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
加
藤
が
言
及
し
な
か
っ
た
罰
則

以
外
の
点
で
は
、
法
目
的
か
ら
の
「
動
物
の
管
理
」
の
削
除
、
法
の
数
少
な
い

実
効
的
規
定
で
あ
っ
た
「
引
取
義
務
規
定
」
が
、
地
方
公
共
団
体
の
努
力
義
務

規
定
に
格
下
げ
さ
れ
て
も
い
る
。

　
自
民
党
案
が
成
立
し
な
か
っ
た
の
は
偶
然
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
同
法

案
が
成
立
し
て
い
れ
ば
日
本
の
動
物
保
護
管
理
行
政
は
多
く
の
点
で
現
在
と
は

異
な
る
歩
み
を
経
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

五
　「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
案
」
衆
議
院
内
閣
委

　
　
員
会
（
一
九
七
三
年
）
の
作
成

　
最
後
に
、
一
九
七
三
年
に
成
立
し
た
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
案
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
同
法
案
に
つ
い
て
は
、
再
び
加
藤
に
よ

る
説
明
を
引
用
す
る
。
以
下
は
、
法
案
の
成
立
が
確
実
と
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

（
一
九
七
三
年
九
月
）
で
、
加
藤
が
愛
護
協
会
機
関
誌
に
掲
載
し
た
文
章
の
一
部

で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
以
降
は
、
再
び
当
初
の
考
え
方
に
基
づ
き
法
律
と
す
る

以
上
は
な
る
べ
く
内
容
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
、
以
前
の
参
議
院

法
制
局
案
に
戻
り
、
罰
則
を
設
け
る
こ
と
審
議
会
を
置
く
こ
と
等
削
除
事
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項
を
復
活
し
、（
…
…
）
本
年
二
月
は
じ
め
四
年
ぶ
り
に
社
会
党
大
出
俊

議
員
か
ら
こ
の
七
十
一
特
別
国
会
に
お
い
て
是
非
と
も
懸
案
の
動
物
愛
護

法
を
成
立
さ
せ
る
か
ら
万
事
任
せ
て
貰
い
た
い
、
と
の
こ
と
で
喜
ん
で
お

願
い
し
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
。（
…
…
）

　
か
く
し
て
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
の
実
力
者
大
出
俊
議
員
の
指
揮
の
下
、

委
員
会
調
査
室
、
衆
院
法
制
局
（
第
一
部
第
一
課
）
の
活
動
と
な
り
、
従

前
の
法
案
を
再
検
討
し
、
若
干
の
修
正
を
行
っ
て
法
案
を
作
成
し
、
関
係

各
省
庁
の
批
判
を
説
得
し
、
各
党
の
承
認
を
得
て
方
針
の
通
り
罰
則
を
付

し
、
審
議
会
を
設
置
す
る
大
綱
の
骨
組
を
活
か
し
た
法
律
案
が
成
り
、
遂

に
七
月
十
九
日
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
提
案
さ
れ
、
予
め
協
議
し
て
あ
っ

た
通
り
の
議
員
提
案
に
よ
り
全
会
一
致
採
決
と
な
り
、
こ
こ
に
内
閣
委
員

会
（
長
三
原
朝
雄
）
提
案
法
律
案
六
十
五
号
と
し
て
必
成
の
期
待
を
か
け

得
る
に
至
り
ま
し
た（

11
（

。

　
こ
れ
を
見
る
と
、「
自
民
党
案
」
の
成
立
に
失
敗
し
た
後
は
、
従
来
の
法
案

に
立
ち
戻
っ
て
運
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
、
一
九
七
三
年
二
月
に
大
出
俊
議
員

に
法
案
を
ま
か
せ
調
整
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
法
案
は
議
員
立
法
の
中

で
も
衆
議
院
内
閣
委
員
長
提
案
の
方
式
が
と
ら
れ
、
八
月
二
十
三
日
に
衆
議
院

を
通
過
、
九
月
二
十
六
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。

　
法
案
の
内
容
を
最
終
案
と
比
較
す
れ
ば
、「
危
険
動
物
の
届
出
」
に
関
す
る

規
定
が
削
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
地
方
公
共
団
体
が
動
物
の
管
理
に
関
し
て
条
例

を
定
め
て
飼
養
の
制
限
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
す
る
条

文
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
罰
則
の
対
象
と
な
る
行
為
か
ら
は
、「
動
物
闘
争
」

が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
他
、「
理
念
規
定
」
と
「
引
取
義
務
規
定
」
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
後
に
詳
述
す
る
。

　
こ
う
し
て
見
れ
ば
、「
動
物
保
護
管
理
法
」
の
法
案
条
文
策
定
は
、
一
九
六

五
年
に
日
本
動
物
愛
護
協
会
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
翌
一
九
六
六
年
に
参
議
院

法
制
局
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
、
東
京
都
獣
医
師
会
が
加
わ
っ
た
運
動
と
な
り
、

関
係
省
庁
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
後
、
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
で

の
議
決
を
経
て
最
終
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
法
案
は
一
九

七
三
年
二
月
以
降
に
な
る
と
協
議
会
の
手
を
離
れ
、
最
終
的
な
調
整
は
大
出
俊

衆
議
院
議
員
の
指
揮
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

六
　
法
案
に
「
転
写
」
さ
れ
た
動
物
愛
護
理
念

　
次
に
、
法
案
の
練
り
上
げ
作
業
に
つ
い
て
、
特
定
の
条
文
に
絞
っ
て
よ
り
詳

細
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
「
理
念
規
定
」
を
取
り
上
げ
る
。

　
愛
護
協
会
と
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
共

に
、
動
物
愛
護
は
根
本
に
お
い
て
人
類
愛
に
も
通
じ
る
と
い
う
理
念
を
持
つ
と
、

両
者
の
理
念
の
共
通
性
が
愛
護
協
会
関
係
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　
愛
護
協
会
の
理
念
は
、
動
物
愛
護
精
神
の
普
及
に
よ
る
社
会
教
育
を
行
い
、

人
類
愛
の
獲
得
を
促
し
、
平
和
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
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こ
の
理
念
の
背
景
に
は
、
平
和
を
強
く
求
め
る
占
領
下
の
社
会
要
請
や
、

動
物
愛
護
教
育
の
欠
如
が
戦
時
中
の
日
本
軍
に
よ
る
残
虐
行
為
の
一
因
で
あ
る

と
し
て
、
当
時
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　
他
方
、
法
の
目
的
の
一
つ
は
既
に
見
た
よ
う
に
、「
動
物
の
保
護
」（
虐
待
防

止
、
適
正
な
飼
養
・
取
扱
い
）
に
よ
り
、「
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
」
を
社
会
に

招
き
、
人
々
の
内
に
、「
生
命
尊
重
」
や
「
友
愛
」、「
平
和
」
を
大
事
に
す
る

心
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
確
か
に
法
と
協
会
は
、「
動
物
を
愛
護
す
る
こ
と
は
人
類
愛
や
平
和
に
通
ず

る
」
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
す
る
理
念
を
持
つ
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
共
通
性

は
、
愛
護
協
会
が
法
案
に
理
念
を
「
転
写
」
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で

は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
、
こ
れ
を
資
料
か
ら
立
証
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
法
は
、
愛
護
協
会
が
一
九
六
五
年
十
一
月
に
ま
と
め
た
「
動
物
虐
待
防
止
法

案
試
案
」
が
、
そ
の
原
型
に
な
っ
た
と
既
に
述
べ
た
。
こ
の
試
案
に
は
目
的
と

し
て
「
動
物
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
と
人
に
対
す
る
愛
護
心
の
普
及
」、
趣
旨

と
し
て
「
生
命
尊
重
と
博
愛
心
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
愛
護

協
会
の
理
念
を
法
案
に
転
写
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
条
文
が
見
つ

か
っ
て
お
ら
ず
、
仮
説
を
立
証
す
る
に
は
心
許
な
い
。

　
こ
の
試
案
は
、
一
九
六
六
年
四
月
ま
で
に
「
動
物
保
護
法
案
」（
一
九
六
六

年
保
護
法
案
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
以
下
に
、「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」

の
第
一
条
と
、
成
立
し
た
法
の
第
一
条
を
引
用
す
る
（
傍
線
は
同
一
の
文
言
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
）。

　
動
物
保
護
法
案
（
一
九
六
六
年
案
）

第
一
条

　
こ
の
法
律
は
、
動
物
の
適
正
な
取
扱
い
、
動
物
に
み
だ
り
に
苦

痛
を
与
え
る
こ
と
の
防
止
そ
の
他
動
物
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、

も
つ
て
国
民
の
間
に
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を
招
来
し
、
国
民
の
友
愛

と
平
和
の
情
操
を
助
長
す
る
の
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る（

11
（

。

　
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
一
九
七
三
年
成
立
）

第
一
条

　
こ
の
法
律
は
、
動
物
の
虐
待
の
防
止
、
動
物
の
適
正
な
取
扱
い

そ
の
他
動
物
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
国
民
の
間
に
動
物
を
愛

護
す
る
気
風
を
招
来
し
、
生
命
尊
重
、
友
愛
及
び
平
和
の
情
操
の
涵
養

に
資
す
る
と
と
も
に
、
動
物
の
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
動
物
に

よ
る
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
に
対
す
る
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
と
法
を
比
較
す
れ
ば
、「
動
物
の
保
護
」
に
よ
っ

て
「
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を
招
来
」
し
、
そ
の
う
え
で
「
友
愛
」、「
平
和

の
情
操
」
に
資
す
る
と
い
う
「
動
物
の
保
護
」
に
関
す
る
条
文
の
大
部
分
が
、

「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
の
時
点
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　「
一
九
六
六
年
保
護
法
案
」
の
作
成
に
関
与
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、

参
議
院
法
制
局
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
、
東
京
都
獣
医
師
会
、
そ
し
て
愛
護
協

会
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
福
祉
協
会
、
都
獣
医
師
会
は
動
物
愛
護
に
も
関
わ
る
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組
織
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
動
物
愛
護
と
は
別
の
主
た
る
目
的
を
持

つ
組
織
で
あ
る
。
ま
た
、
動
物
愛
護
と
人
類
愛
と
を
明
確
に
結
び
つ
け
た
理
念

を
掲
げ
て
い
た
の
は
、
愛
護
協
会
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
六
五
年
の
愛
護

協
会
試
案
に
も
、
動
物
愛
護
と
人
類
愛
を
結
び
つ
け
た
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
も

勘
案
す
れ
ば
、
法
第
一
条
が
定
め
た
「
動
物
保
護
」
に
関
す
る
目
的
は
、
愛
護

協
会
が
自
ら
が
掲
げ
る
動
物
愛
護
理
念
を
法
案
に
「
転
写
」
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
立
法
運
動
の
初
期
に
作
成
さ
れ
た
条
文
が
国
会
を
通
過
し
た
事
実
は
、

法
が
成
立
に
至
る
ま
で
の
数
々
の
議
論
に
お
い
て
、
愛
護
協
会
が
示
し
た
理
念

が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
法
案
第
二
条
、
法
に
お
い
て
は
「
基
本
原
則
」
と
見
出
し
が
つ
け
ら

れ
た
条
文
に
つ
い
て
は
、
法
案
か
ら
一
部
が
削
除
さ
れ
た
。
一
九
六
六
年
保
護

法
案
、
協
議
会
最
終
案
に
は
「
何
人
も
、
動
物
に
対
し
て
は
愛
護
の
心
情
を

も
っ
て
臨
む
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
条
文
が
あ
っ
た
。
削

除
さ
れ
た
経
緯
に
関
す
る
記
録
は
管
見
の
限
り
見
つ
か
ら
な
い
。
推
測
を
述
べ

れ
ば
、
こ
の
条
文
は
個
々
人
の
心
情
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

法
律
と
し
て
定
め
る
に
は
馴
染
ま
な
い
も
の
と
し
て
削
除
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

七
　
犬
・
猫
引
取
り
義
務
規
定
の
変
遷

　
次
に
、
都
道
府
県
・
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
で
は
「
都
道
府
県
等
」
と
言
う
）

に
犬
・
猫
の
引
取
り
を
義
務
付
け
た
法
第
七
条
「
引
取
義
務
規
定
」
の
変
遷
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。「
引
取
義
務
規
定
」
は
法
に
お
け
る
ほ
ぼ
唯
一
と
言
っ

て
も
い
い
実
効
的
規
定
で
あ
る
。
犬
の
引
取
り
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
狂
犬
病

予
防
法
に
規
定
が
あ
っ
た
が
、
猫
の
引
取
り
は
こ
の
「
引
取
義
務
規
定
」
に

よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
法
施
行
以
後
、
全
国
の
都
道
府
県
等
が

こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
猫
の
引
取
り
を
始
め
、
社
会
に
お
け
る
猫
の
立
ち
位
置

は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
す
る
規
定
は
、
愛
護
協
会
が
一
九
五
五
年
十
一
月
に

ま
と
め
た
試
案
段
階
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
試
案
に
は
不
要
動
物
収

容
等
を
中
心
と
す
る
「
動
物
虐
待
防
止
の
施
設
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
家

畜
保
健
衛
生
所
や
保
健
所
、
ま
た
委
託
を
受
け
た
動
物
愛
護
団
体
が
そ
の
機
能

を
担
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た（

11
（

。

　
こ
の
規
定
は
一
九
六
六
年
保
護
法
案
へ
と
進
む
と
、
市
区
町
村
、
あ
る
い
は

委
託
を
受
け
た
動
物
愛
護
団
体
が
そ
の
機
能
を
担
う
と
い
う
規
定
へ
と
改
め
ら

れ
る
。
以
降
の
法
案
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
資
料
五
の
対
照
表
に
ま
と
め
た
。

　
一
九
六
六
年
保
護
法
案
で
は
、
試
案
に
あ
っ
た
家
畜
保
健
衛
生
所
と
保
健
所

に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
制
定
さ
れ
た
法
が
都
道
府
県
等
に
引
取
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り
を
義
務
付
け
た
の
と
は
異
な
り
、
一
九
六
六
保
護
法
案
の
条
文
は
「
犬
又
は

猫
の
所
有
者
」
に
、「
所
有
を
や
め
よ
う
と
す
る
場
合
」
に
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
行
為
を
義
務
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
為
と
は
、
他
人
へ
譲
渡

す
る
場
合
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
に
引
取
っ
て
も
ら
う
場
合
、

そ
の
他
総
理
府
で
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、
市
区
町
村
あ
る
い
は
委
託
を
受
け

た
動
物
愛
護
団
体
に
「
引
取
り
を
求
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。
こ
の
た
め
市
区
町
村
等
へ
の
引
取
り
の
義
務
付
け
は
、

法
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
な
お
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
い
た
都
道
府
県
に
よ
る
引
取
り
は
、
通
常
、
犬

に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
狂
犬
病
予
防
法
で
は
一
九
五
四
年
の
改
正
法
施

行
以
後
、
第
五
条
の
二
に
お
い
て
、「
狂
犬
病
予
防
員
」
に
対
し
て
犬
の
引
取

り
と
処
分
を
義
務
付
け
て
い
た
。「
狂
犬
病
予
防
員
」
は
、
都
道
府
県
知
事
が

当
該
都
道
府
県
職
員
で
獣
医
師
で
あ
る
も
の
の
う
ち
か
ら
任
命
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
成
立
し
た
動
物
保
護
管
理
法
は
附
則
で
「
狂
犬
病
予
防
法
」
第
五
条

の
二
を
削
除
し
、
以
降
は
動
物
保
護
管
理
法
に
基
づ
い
て
、
動
物
保
護
・
管
理

の
た
め
に
犬
・
猫
の
引
取
り
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
六
年
保

護
法
案
時
点
で
は
、
法
案
に
狂
犬
病
予
防
法
を
改
正
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
。

　
一
九
六
六
年
六
月
に
行
わ
れ
た
関
係
省
庁
と
の
打
合
せ
に
お
い
て
も
、
関
連

す
る
議
論
の
記
録
が
あ
る
。

法
案
第
五
条
の
犬
猫
の
引
取
り
業
務
と
、
現
行
の
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
る

野
犬
捕
獲
等
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
に
つ
い
て
厚
生
省

か
ら
質
疑
が
あ
り
、
協
会
か
ら
、
両
者
が
協
同
し
て
行
な
う
、
即
ち
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
る
事
務
は
厚
生
省
、
乃
至
保
健
所
で
行
な
う
が
、
市
町

村
の
こ
れ
に
対
す
る
協
同
態
勢
は
、
必
ず
し
も
完
全
で
な
く
、
又
一
般
の

協
力
も
少
い
の
で
新
た
に
市
町
村
に
も
責
任
を
持
た
せ
、
協
同
動
作
を
明

確
に
し
た
い
旨
回
答
し
、
諒
解
を
得
た
。
な
お
、
施
行
法
等
細
項
制
定
の

際
は
、
密
に
連
携
さ
れ
た
い
旨
附
言
が
あ
っ
た（

11
（

。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
愛
護
協
会
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
犬
の

捕
獲
・
引
取
り
業
務
に
対
し
、
市
町
村
と
の
協
同
態
勢
や
協
力
が
不
十
分
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
新
た
に
市
町
村
に
も
責
任
を
持
た
せ
、
協

同
動
作
を
明
確
に
し
た
い
」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
愛
護
協
会
は
、
都
道
府
県
や

保
健
所
設
置
市
が
行
う
狂
犬
病
予
防
業
務
と
、
動
物
保
護
・
管
理
の
た
め
に
市

区
町
村
が
行
う
犬
・
猫
の
引
取
り
を
共
存
さ
せ
る
と
い
う
計
画
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
関
係
省
庁
と
の
打
ち
合
わ
せ
後
に
作
成
さ
れ
た
協
議
会
最
終
案
で
は
、

引
取
り
に
関
す
る
規
定
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
六
年
保
護
法
案

で
取
ら
れ
て
い
た
「
犬
又
は
猫
の
所
有
者
」
に
対
す
る
義
務
を
定
め
る
と
い

う
方
法
か
ら
、
特
別
区
を
含
む
「
市
町
村
」（
以
下
で
は
「
市
区
町
村
」
と
言
う
）

に
、
犬
・
猫
の
引
取
り
を
義
務
付
け
る
と
い
う
法
と
同
様
の
方
法
で
引
取
り
が

定
め
ら
れ
た
。
こ
の
際
、
一
九
六
六
年
保
護
法
案
で
は
、
飼
犬
・
飼
猫
に
限
定
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さ
れ
て
い
た
引
取
り
の
対
象
が
、
所
有
者
の
わ
か
ら
な
い
犬
・
猫
に
も
拡
大
さ

れ
、
ま
た
条
例
を
定
め
れ
ば
引
取
り
手
数
料
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
の

規
定
が
追
加
さ
れ
た（

11
（

。
な
お
最
終
案
時
点
で
も
、
狂
犬
病
予
防
法
を
改
正
す
る

規
定
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
終
案
の
附
則
は
条
文
が
見
つ
か
っ
て
い

な
い
が
、
後
に
触
れ
る
一
九
七
二
年
時
点
の
法
案
で
も
予
防
法
改
正
規
定
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
案
に
も
そ
の
規
定
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
一
九
七
〇
年
に
自
民
党
政
調
内
閣
部
会
が
ま
と
め
た
「
動
物
保
護
法
案
」

で
は
、
犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
す
る
条
文
は
ほ
ぼ
全
て
が
削
除
さ
れ
て
い
た
。

犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
し
て
は
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
第
四
条
に
、
地
方
公
共

団
体
の
努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
後
、
法
は
協
議
会
最
終
案
を
踏
襲
す
る
も
の
へ
と
立
ち
戻
っ
た
が
、
い

く
つ
か
の
修
正
点
が
確
認
で
き
る
。
重
要
な
修
正
は
、
犬
・
猫
の
引
取
り
を

義
務
付
け
た
対
象
が
、
市
区
町
村
か
ら
「
都
道
府
県
又
は
政
令
で
定
め
る
市
」

（
都
道
府
県
等
）
に
改
め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。

　
い
つ
の
時
点
で
都
道
府
県
等
へ
と
改
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は

な
い
が
、
制
定
約
一
年
前
に
当
た
る
一
九
七
二
年
六
月
時
点
で
は
、
ま
だ
市
区

町
村
に
義
務
付
け
る
規
定
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
愛
護
協
会
の
一
九
七
二
年
度
の
年
報
に
は
、
一
九
七
二
年
六
月
十
二
日
時
点

で
の
、
法
案
に
対
す
る
関
係
省
庁
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、

犬
・
猫
の
引
取
り
に
言
及
し
た
、
厚
生
省
と
自
治
省
の
意
見
を
抜
粋
し
て
引
用

す
る
。厚

生
省

　
第
七
条

　
犬
及
び
ね
こ
の
引
取
り
に
関
し
て
、
狂
犬
病
予
防
法
第
五
条

の
２
と
の
重
複
が
あ
る
の
で
、
動
物
保
護
及
び
管
理
法
（
案
）
の
附
則
で

削
除
さ
れ
た
い
。

厚
生
省
と
し
て
は
、
こ
の
点
が
改
正
さ
れ
れ
ば
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

自
治
省

（
…
…
）

（
二
）
市
町
村
に
犬
及
び
ね
こ
の
引
き
と
り
義
務
を
課
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
狂
犬
病
予
防
法
と
の
関
係
、
犬
及
び
ね
こ
の
引
き
と
り
場
所
の
設

置
、
引
き
と
り
手
続
、
こ
れ
に
対
す
る
財
源
措
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
調

整
の
う
え
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
賛
成
い
た
し
か
ね
る（

1（
（

。

　
厚
生
省
が
狂
犬
病
予
防
法
の
改
正
を
提
案
し
た
と
い
う
事
実
は
、
一
九
七
二

年
六
月
時
点
の
法
案
は
狂
犬
病
予
防
法
を
改
正
す
る
規
定
を
持
た
な
か
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
自
治
省
の
意
見
か
ら
は
、
当
時
の
法
案
が
引
取
り
を
義

務
付
け
て
い
た
の
が
「
市
町
村
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
引
用
文
で

は
犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
す
る
条
文
は
「
第
七
条
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
条
文
は

最
終
案
で
は
「
第
六
条
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
法
案
の
修
正
が
進
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
れ
以
上
の
時
期
の
特
定
は
難
し
い
が
、
犬
・
猫
の
引
取
り
を
義
務
付
け
る

自
治
体
は
、
一
九
七
二
年
六
月
以
降
と
い
う
、
立
法
運
動
最
終
盤
に
お
い
て
改

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
ぜ
市
区
町
村
か
ら
都
道
府
県
等
へ
と
改
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
直

接
的
に
言
及
し
た
資
料
は
こ
れ
ま
で
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

推
測
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
都
道
府
県
等
と
市
区
町
村
で
は
、
法

施
行
の
複
雑
さ
が
全
く
異
な
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
市
区
町
村
に
義
務
付
け
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
愛
護
協
会
が
一
九

六
六
年
の
各
省
庁
と
の
会
議
で
述
べ
た
よ
う
に
、
市
区
町
村
の
狂
犬
病
予
防
業

務
へ
の
関
わ
り
は
十
分
な
も
の
で
な
か
っ
た
。
狂
犬
病
予
防
業
務
は
原
則
と
し

て
都
道
府
県
の
取
扱
い
で
あ
る
た
め
、
市
区
町
村
は
犬
を
扱
う
組
織
や
設
備
を

基
本
的
に
は
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
市
区
町
村
に
犬
・

猫
の
引
取
り
が
義
務
付
け
ら
れ
れ
ば
、
全
国
の
市
区
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新

た
な
組
織
や
設
備
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
総
務
省
に
よ
れ
ば
一
九
七
五
年

時
点
で
の
市
町
村
数
は
合
計
三
二
五
七
で
あ
る（

11
（

。
こ
れ
ら
の
市
町
村
が
新
た
に

組
織
・
設
備
を
整
え
る
た
め
に
は
途
方
も
な
い
手
間
や
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

実
現
可
能
で
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
。

　
一
方
で
都
道
府
県
等
に
義
務
付
け
た
場
合
は
、
従
来
狂
犬
病
予
防
業
務
を
行

な
っ
て
き
た
組
織
・
設
備
の
転
用
が
可
能
で
あ
る
。
結
果
的
に
見
れ
ば
、
多
く

の
自
治
体
で
法
に
基
づ
く
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
狂
犬
病
予

防
業
務
を
行
な
っ
て
き
た
組
織
・
施
設
で
あ
っ
た
。

　
協
議
会
が
法
案
の
練
り
上
げ
を
行
う
中
で
重
視
し
た
価
値
基
準
と
し
て
、

「
過
大
の
予
算
を
要
し
な
い
こ
と
、
過
度
に
複
雑
で
な
い
こ
と（

11
（

」
が
あ
っ
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
。
ま
た
先
に
引
用
し
た
一
九
七
二
年
時
点
で
の
自
治
省
の
意

見
は
、
市
区
町
村
に
引
取
り
を
義
務
付
け
た
場
合
の
複
雑
さ
や
財
源
を
勘
案
し

て
の
反
対
意
見
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
犬
・
猫
の
引
取
り
を

義
務
付
け
る
対
象
を
、
市
区
町
村
か
ら
都
道
府
県
等
に
改
め
る
と
い
う
判
断
は
、

論
理
的
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
全
国
の
都
道
府
県
等
が
犬
・
猫
を
引
き
取
る
と
い
う
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な

経
過
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
法
律
に
基
づ
い
た
犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
し
て
は
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
が

一
九
六
五
年
に
ま
と
め
た
試
案
段
階
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
引

取
り
規
定
が
試
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
意
図
を
示
す
資
料
は
現
段
階
で
は
見
つ

か
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
愛
護
協
会
は
、
狂
犬
病
が
ま
だ
発
生
し

て
い
た
占
領
期
か
ら
東
京
都
心
部
に
お
い
て
主
と
し
て
犬
・
猫
の
引
取
り
、
治

療
、
譲
渡
、
殺
処
分
を
行
う
動
物
収
容
所
を
運
営
し
て
き
た
実
績
を
持
つ
組
織

で
あ
る
。
試
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
引
取
り
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の
実
績
に
裏

打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
愛
護
協
会
に
よ
る
動
物
の
収
容
は
、
一
九
五
一
年
四
月
に
開
院
し
た
動
物
施

療
病
院
（
後
に
「
附
属
動
物
病
院
」
と
改
称
）
に
よ
る
も
の
が
著
名
で
あ
る
。
動

物
収
容
施
設
は
「
不
要
動
物
収
容
所
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
名
の
通
り
家
庭
等

で
不
要
と
な
っ
た
犬
・
猫
等
の
動
物
を
主
に
引
取
っ
て
い
た
。
立
法
運
動
が
本
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格
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
頃
に
あ
た
る
一
九
六
四
年
に
は
、
一
年
間
で
五
九
九

三
頭
の
動
物
を
収
容
し
、
一
一
〇
七
頭
を
新
し
い
飼
主
へ
と
譲
渡
し
た（

11
（

。
正
確

な
値
は
不
明
で
あ
る
が
、
収
容
能
力
は
限
ら
れ
る
た
め
、
安
楽
致
死
処
分
も
行

わ
れ
て
い
た
。
動
物
を
引
取
る
目
的
に
つ
い
て
は
明
確
に
は
語
ら
れ
な
い
が
、

引
取
る
こ
と
に
よ
る
遺
棄
の
抑
止
や
、
治
療
機
会
の
確
保
、
新
し
い
飼
主
へ
の

譲
渡
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
推
測
を
重
ね
れ
ば
、
愛
護
協
会
は
、
動

物
の
保
護
や
愛
護
の
観
点
か
ら
の
犬
・
猫
の
引
取
り
を
、
法
律
に
基
づ
い
た
制

度
と
し
て
全
国
に
行
き
渡
ら
せ
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

結
　
論

　
以
上
の
よ
う
に
本
論
文
で
は
、
一
九
七
三
年
に
成
立
し
た
「
動
物
の
保
護
及

び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
の
法
案
条
文
策
定
過
程
を
検
討
し
た
。
法
案
条
文
の

策
定
は
、「
日
本
動
物
愛
護
協
会
」、
ま
た
同
会
を
含
む
動
物
関
連
団
体
に
よ
り

組
織
さ
れ
た
「
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
」
が
主
導
し
て
行
い
、
一
九
七

三
年
二
月
以
降
は
大
出
俊
衆
議
院
議
員
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
の
、
団
体
側
の
意

向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
本
論
文
で
は
、
後
に
与
え
た
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
、
第
一
条
、
第
二
条
の

「
理
念
規
定
」、
第
七
条
の
「
引
取
義
務
規
定
」
に
つ
い
て
は
特
に
検
討
を
加
え

た
。

　「
理
念
規
定
」
に
関
し
て
は
、
従
前
か
ら
、「
動
物
愛
護
が
人
類
愛
に
結
び
つ

く
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
が
掲
げ
る
理
念
と
の
共
通
性

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
論
文
で
は
各
法
案
に
お
け
る
「
理
念
規
定
」
の
変
遷

を
検
討
し
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
が
、
自
ら
の
理
念
を
法
案
条
文
に
転
写
し
た

こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
共
通
性
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
ま
た
「
引
取
義
務
規
定
」
に
つ
い
て
も
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
が
立
法
運
動

の
初
期
に
作
成
し
た
試
案
の
中
に
、
法
に
基
づ
い
た
犬
・
猫
の
引
取
り
に
関
す

る
規
定
を
確
認
し
、「
引
取
義
務
規
定
」
が
動
物
関
連
団
体
側
か
ら
発
案
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
方
で
、
犬
・
猫
を
引
取
る
実
施

主
体
に
つ
い
て
は
、
団
体
側
が
「
市
区
町
村
」
が
主
体
と
な
る
こ
と
を
求
め
た

の
に
対
し
、
成
立
し
た
法
で
は
「
都
道
府
県
・
政
令
で
定
め
る
市
」
へ
と
改
め

ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
改
め
ら
れ
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、

早
く
と
も
一
九
七
二
年
六
月
以
降
の
立
法
運
動
最
終
盤
で
あ
っ
た
。
ま
た
改
め

ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
市
区
町
村
」
を
主
体
と
し
た
場
合
に
必
要
と
な

る
、
予
算
や
法
施
行
の
煩
雑
さ
が
法
案
の
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
資
料
か
ら
確
認
で
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
の
狂
犬
病
予
防
業
務
に
関
わ

る
施
設
や
組
織
を
転
用
で
き
る
「
都
道
府
県
・
政
令
で
定
め
る
市
」
へ
と
改
め

ら
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
動
物
愛
護
団
体
側
は
、
念
願
で
あ
っ
た
動
物
保
護
法
を
成
立
さ
せ
、
さ
ら
に

自
ら
の
理
念
を
法
理
念
へ
と
「
転
写
」
し
、
ま
た
犬
・
猫
の
引
取
り
制
度
の
立
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法
化
に
も
成
功
し
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
論
文
で
は
、「
動
物
保
護
管
理
法
」
の
法
案
条
文
策
定
過
程

に
お
い
て
、
動
物
愛
護
団
体
が
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
や
、
規

定
内
容
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
法
の

成
立
ま
で
を
議
論
の
対
象
と
し
た
た
め
、
序
論
で
述
べ
た
本
論
文
の
問
い
、
法

の
「
目
的
」
と
「
殺
処
分
」
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
法
が
ど
の
よ
う
に
施
行
さ
れ
、

運
用
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
法
の
成
立
が
社
会
に
対
し
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た

か
、
ま
た
法
成
立
後
の
関
連
団
体
の
動
向
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
。
法
施
行
時
に
お
け
る
政
府
や
都
道
府
県
等
の
行
政
の
動
き
に
つ
い
て
は
、

既
に
別
稿
に
て
一
部
検
討
を
加
え
た（

11
（

。
動
物
愛
護
団
体
側
の
対
応
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記
：
本
研
究
は
公
益
財
団
法
人
東
京
動
物
園
協
会
並
び
に
公
益
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護

協
会
、
ま
た
桜
美
林
大
学
鶴
田
文
庫
の
調
査
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
本
論
文
の
主
要
な
論
拠
で
あ
る

『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
』
は
、
上
野
動
物
園
資
料
室
よ

り
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
資
料
で
あ
り
、
こ
の
資
料
が
な
け
れ
ば
本
研
究
を
行
う
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
ま
た
本
研
究
は
、
ヒ
ト
と
動
物
の
関
係
学
会
第
二
十
四
回
学
術
大
会
（
二
〇
一
八
年

三
月
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研

究
会
「
多
文
化
交
渉
に
お
け
る
〈
あ
い
だ
〉
の
研
究
」（
主
宰
稲
賀
繁
美
、
二
〇
一
八

年
五
月
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
動
物
の
研
究
会
（
主
宰
志
村
真
幸
、
二

〇
一
八
年
七
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）
で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
論
文
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
学
会
・
研
究
会
で
は
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注※
本
論
文
で
は
引
用
に
際
し
て
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
。
ま
た
引
用
文
中
の
中
略
は

（
…
…
）
で
示
し
た
。

（
（
）　
こ
の
状
況
は
一
九
九
九
年
に
法
が
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
へ
と

改
正
さ
れ
て
か
ら
も
継
続
し
た
が
、
二
〇
一
二
年
の
改
正
で
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
販
売

業
者
か
ら
の
引
取
り
、
ま
た
動
物
の
生
を
全
う
さ
せ
る
責
務
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な

い
飼
主
か
ら
は
、
引
取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇

一
九
年
の
改
正
で
は
、
所
有
者
不
明
の
犬
・
猫
に
つ
い
て
も
、
周
辺
の
生
活
環
境
が
損

な
わ
れ
る
事
態
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
等
は
、
引
取
り
を
拒
否
で
き
る
よ
う
条

文
が
改
め
ら
れ
た
。

（
1
）　
環
境
省
自
然
環
境
局
総
務
課
動
物
愛
護
管
理
室
「
犬
・
猫
の
引
取
り
及
び
負
傷
動
物

の
収
容
状
況
」
二
〇
一
八
年
十
一
月
一
日
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
八
日
取
得
）

　
　
　

https://w
w

w.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/statistics/dog-cat.htm
l

（
1
）　
神
里
彩
子
「
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
に
お
け
る
動
物
実
験
規
規
則
―
動
物
観
か
ら
見
た
法

制
度
設
計
―
」『
法
の
再
構
築
Ⅲ
科
学
技
術
の
発
展
と
法
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
七
年
、
五
十
九
―
六
十
頁
。

（
1
）　
青
木
人
志
『
動
物
の
比
較
法
文
化

―
動
物
保
護
法
の
日
欧
比
較
』
有
斐
閣
、
二
〇

〇
二
年
、
二
〇
四
―
二
一
一
頁
。
青
木
人
志
『
日
本
の
動
物
法
』
東
京
大
学
出
版
会
、

初
版
、
二
〇
〇
九
年
、
五
十
八
―
六
十
頁
。

（
1
）　
宮
田
勝
重
「
社
会
現
象
と
し
て
の
動
物
愛
護
法
（
特
集
各
国
の
ペ
ッ
ト
法
事
情
）」

『
法
律
時
報
』
七
十
三
巻
四
号
、
二
〇
〇
一
年
、
二
十
九
―
三
十
四
頁
。

（
1
）　
会
田
保
彦
「
愛
護
と
福
祉
」『
動
物
観
研
究
』
二
十
号
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
、
五
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十
五
―
五
十
八
頁
。

（
1
）　「
動
物
虐
待
防
止
会
議
に
つ
い
て
」『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
三
十
八
号
、
一
九
六
三
年
十

二
月
、
一
頁
。
桜
美
林
大
学
鶴
田
文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号 c-2-2（2

。

（
1
）　
同
前
。
な
お
参
加
団
体
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
日
本
獣
医
師
会
、
日
本
中
央
競
馬

会
、
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
、
日
本
野
鳥
の
会
、
日
本
動
物
福
祉
協
会
、
捨
猫
防
止
会
、

キ
ャ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
、
日
本
猫
の
会
、
日
本
シ
ェ
パ
ー
ド
犬
登
録
協
会
、
シ
ャ
ム
猫
の
会
、

東
華
小
学
校
、
有
馬
小
学
校
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
。

（
1
）　
同
前
。

（
（1
）　
同
前
。

（
（（
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
、
一
九
六
九
年
三
月
一
日
、
四
頁
。
上
野
動
物
園

資
料
室
所
蔵
。

（
（1
）　
宮
田
勝
重
「
社
会
現
象
と
し
て
の
動
物
愛
護
法
（
特
集
各
国
の
ペ
ッ
ト
法
事
情
）」

二
十
九
―
三
十
四
頁
。

（
（1
）　
な
お
『
経
過
に
つ
い
て
』
で
は
、
協
議
会
の
構
成
団
体
は
二
十
三
団
体
で
あ
る
と
言

及
さ
れ
る
が
、
会
員
団
体
リ
ス
ト
に
は
二
十
四
の
団
体
名
称
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本

論
文
で
は
会
員
団
体
は
二
十
四
団
体
で
あ
っ
た
と
し
て
議
論
を
進
め
る
。

（
（1
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
九
―
十
頁
。

（
（1
）　
宮
田
勝
重
「
社
会
現
象
と
し
て
の
動
物
愛
護
法
（
特
集
各
国
の
ペ
ッ
ト
法
事
情
）」

二
十
九
―
三
十
四
頁
。

（
（1
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
一
頁
。

（
（1
）　
同
前
、
二
頁
。

（
（1
）　
同
前
、
五
頁
。

（
（1
）　
同
前
、
三
―
四
頁
。

（
11
）　「
動
物
保
護
法
案
」
発
行
者
、
発
行
年
未
記
載
。
上
野
動
物
園
資
料
室
所
蔵
。

（
1（
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
七
頁
。

（
11
）　
同
前
、
九
頁
。

（
11
）　
同
前
、
八
頁
。

（
11
）　
同
前
、
六
―
九
頁
。

（
11
）　
同
前
、
三
―
六
頁
。

（
11
）　
浜
田
弘
明
「
は
じ
め
に
」『
博
物
館
学
資
料
「
鶴
田
文
庫
」
の
整
理
・
保
存
及
び
公

開
に
関
す
る
調
査
・
研
究

　
解
説
編
』
平
成
十
九
～
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
博
物
館
学
資
料
「
鶴
田
文
庫
」
の
整
理
・
保
存

及
び
公
開
に
関
す
る
調
査
・
研
究

　
課
題
番
号 

一
九
六
一
一
〇
〇
八
、
二
〇
一
〇
年
、

三
頁
。

（
11
）　「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
・
動
物
保
護
法
案
対
照
表
」
発
行
者
、
発
行
年
未
記
載
。

桜
美
林
大
学
鶴
田
文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号 d-1-（0（

。

（
11
）　
加
藤
シ
ヅ
エ
「
第
六
十
三
特
別
国
会
に
お
け
る
動
物
保
護
法
の
上
程
に
つ
い
て
」

『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
五
十
一
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
、
一
―
二
頁
。
桜
美
林
大
学
鶴
田

文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号 d-1-（06

。

（
11
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
四
頁
。

（
11
）　
加
藤
シ
ヅ
エ
「
第
六
十
三
特
別
国
会
に
お
け
る
動
物
保
護
法
の
上
程
に
つ
い
て
」。

（
1（
）　
同
前
。

（
11
）　
加
藤
シ
ヅ
エ
「
動
物
愛
護
法
の
制
定
を
前
に
し
て
」『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
五
十
二
号
、

一
九
七
三
年
九
月
、
一
―
二
頁
。
上
野
動
物
園
資
料
室
所
蔵
。

（
11
）　
会
田
保
彦
「
愛
護
と
福
祉
」
五
十
五
―
五
十
八
頁
。

（
11
）　
春
藤
献
一
「
占
領
下
に
お
け
る
社
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
の
成
立
」『
日
本
研

究
』
第
五
十
七
集
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
一
八
九
―
二
一
九
頁
。

（
11
）　「
動
物
保
護
法
案
」

（
11
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い
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て
』
二
頁
。

（
11
）　「
動
物
保
護
法
案
」

（
11
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
八
頁
。

（
11
）　「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
・
動
物
保
護
法
案
対
照
表
」

（
11
）　
同
前
。

（
1（
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
事
業
報
告
書

　
昭
和
四
十
七
年
度
』
発
行
年
不
明
、

二
十
五
頁
。
上
野
動
物
園
資
料
室
所
蔵
。

（
11
）　
総
務
省
「
市
町
村
合
併
資
料
集
｜
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特

徴
」（
二
〇
一
九
年
一
月
四
日
取
得
）http://w

w
w.soum

u.go.jp/gapei/gapei2.htm
l

（
11
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
動
物
保
護
及
び
管
理
法
制
定
運
動
の
経
過
に
つ
い

て
』
三
頁
。

（
11
）　
財
団
法
人
日
本
動
物
愛
護
協
会
『
昭
和
三
十
九
年
度
事
業
報
告
書
』
財
団
法
人
日
本

動
物
愛
護
協
会
、
一
九
六
四
年
、
二
十
二
頁
。
上
野
動
物
園
資
料
室
所
蔵
。

（
11
）　
春
藤
献
一
「「
動
物
保
護
管
理
法
」
に
よ
る
人
・
犬
・
猫
の
接
触
の
変
貌

―
犬
・

猫
の
殺
処
分
は
如
何
に
し
て
は
じ
ま
っ
た
の
か
」
稲
賀
繁
美
編
『
映
し
と
移
ろ
い

―

文
化
伝
播
の
器
と
蝕
変
の
実
相
』
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
、
六
九
六
―
七
一
三
頁
。
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資
料
一

　
動
物
虐
待
防
止
法
案
（
一
九
五
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
物
虐
待
防
止
法
案

参
　
法

　
　
二

二
六
・
五
・
八

（
こ
の
法
律
の
目
的
）

第
一
条

　
こ
の
法
律
は
、
動
物
の
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
動
物
」
と
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　
一

　
犬
、
猫
、
牛
、
馬
、
め
ん
羊
、
や
ぎ
、
豚
鶏
及
び
あ
ひ
る

　
二

　
前
号
に
掲
げ
る
動
物
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
動
物
で
人
が
占
有
し
又

は
保
管
し
て
い
る
も
の

（
虐
待
の
罪
）

第
三
条

　
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
月
以
下
の
懲
役
、
一
万
円
以

下
の
罰
金
又
は
拘
留
若
し
く
は
科
料
に
処
す
る
。

　
一

　
正
当
の
理
由
が
な
く
て
、
又
は
不
必
要
に
苦
し
め
て
、
動
物
を
殺
し
た

者

　
二

　
正
当
の
理
由
が
な
く
て
、
動
物
を
な
ぐ
り
、
蹴
り
、
傷
つ
け
又
は
こ
わ

が
ら
せ
、
動
物
に
対
し
有
毒
若
し
く
は
有
害
な
物
を
用
い
又
は
必
要
な
飲

食
物
を
与
え
な
い
等
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
動
物
を
著
し

く
苦
し
め
、
又
は
動
物
に
対
し
著
し
い
損
傷
を
加
え
た
者

　
三

　
乗
り
過
ぎ
、
働
か
せ
過
ぎ
、
重
荷
を
負
わ
せ
過
ぎ
、
訓
練
し
過
ぎ
る
等

い
か
な
る
方
法
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
残
酷
と
認
め
ら
れ
る
程
度
に
動
物

を
酷
使
し
た
者

　
四

　
か
み
合
わ
せ
、
蹴
合
わ
せ
、
角
突
き
合
わ
せ
る
等
動
物
を
斗
争
さ
せ
、

又
は
そ
の
た
め
に
場
所
を
提
供
し
た
者

　
五

　
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
動
物
又
は
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
動
物
で
人

の
飼
養
に
よ
ら
な
け
れ
ば
生
存
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
も
の

を
遺
棄
し
た
者

第
四
条

　
情
を
知
っ
て
、
前
条
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
動
物
を
引
き
渡
し
た

所
有
者
、
占
有
者
又
は
保
管
者
は
、
同
条
の
刑
に
処
す
る
。

第
五
条

　
前
二
条
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
は
、
情
状
に
因
り
、
そ
の
刑
を

免
除
し
、
又
は
懲
役
及
び
罰
金
を
若
し
く
は
拘
留
及
び
科
料
を
併
科
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
正
当
な
利
用
又
は
処
置
）

第
六
条

　
科
学
的
研
究
の
目
的
で
行
わ
れ
る
動
物
の
処
置
又
は
利
用
に
つ
い
て

は
、
第
三
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

２
　
と0

場
等
行
政
機
関
の
監
督
の
下
に
あ
る
施
設
に
お
け
る
所
定
の
方
法
に
よ

る
と0

殺
そ
の
他
の
処
置
又
は
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

四
十
七
号
）、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
二
十
九
号
）
そ

の
他
の
法
令
に
基
づ
く
動
物
の
と0

殺
そ
の
他
の
処
置
は
、
第
三
条
第
一
号
又

は
第
二
号
の
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
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３
　
食
用
皮
革
用
等
と
し
て
の
動
物
の
経
済
的
利
用
、
有
害
な
動
物
の
駆
除
そ

の
他
人
の
健
全
な
生
活
の
維
持
向
上
に
役
立
つ
目
的
の
た
め
に
す
る
動
物
の

と0

殺
そ
の
他
の
処
置
は
、
第
三
条
第
一
号
又
は
第
二
号
の
行
為
に
該
当
す
る

も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
当
該
処
置
に
よ
る
動
物
の
犠
牲
が
そ

の
目
的
達
成
条
必
要
な
限
度
を
著
し
く
こ
え
、
当
該
処
置
が
残
酷
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

４
　
第
三
条
第
五
号
に
掲
げ
る
動
物
の
飼
養
を
や
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
他
に
適
当
な
飼
養
者
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
又
は
動
物
が
回

復
す
る
見
込
み
の
な
い
著
し
い
損
傷
を
被
り
、
そ
の
状
態
に
置
く
こ
と
は
徒

ら
に
当
該
動
物
を
苦
し
め
る
結
果
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
所
有
者
、
占
有

者
、
保
管
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
動
物
の
処
置
の
委
託
を
受
け
た
者
が
当

該
動
物
に
対
し
て
行
う
左
の
各
号
に
掲
げ
る
処
置
は
、
第
三
条
第
一
号
の
行

為
に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一

　
警
察
官
若
し
く
は
警
察
吏
員
、
獣
医
師
又
は
動
物
の
保
護
を
目
的
と
す

る
公
益
法
人
の
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
す
る
と0

殺
そ
の
他
の
処
置

　
二

　
前
号
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

処
置
を
行
う
者
が
と
り
得
る
方
法
の
う
ち
当
該
動
物
を
な
る
べ
く
苦
し
め

な
い
方
法
に
よ
っ
て
す
る
と0

殺
そ
の
他
の
処
置

　
　
　
　
附

　
　
　
則

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
軽
犯
罪
法
（
昭
和
二
十
三
年
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
第
一
条
第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
二
十
一

　
捎
除

３
　
こ
の
法
律
施
行
前
に
し
た
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

出
典
：『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
三
十
七
号
、
一
九
六
三
年
八
月
、
二
頁
。
桜
美
林
大
学
鶴
田
文

庫
所
蔵
、
整
理
番
号 c-2-2（（

　
　
機
関
誌
に
記
事
の
一
つ
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
機
関
誌
は
Ｂ
５
判
縦
書
き
。

資
料
二

　
動
物
保
護
法
案
（
一
九
六
六
）

　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
物

　
　
保

　
　
護

　
　
法

　
　
案

（
目

　
　
　
的
）

第
一
条

　
　
こ
の
法
律
は
、
動
物
の
適
正
な
取
扱
い
、
動
物
に
み
だ
り
に
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
の
防
止
そ
の
他
動
物
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
も

つ
て
国
民
の
間
に
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を
招
来
し
、
国
民
の
友
愛
と
平

和
の
情
操
を
助
長
す
る
の
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）
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第
二
条

　
　
何
人
も
、
動
物
に
対
し
て
は
愛
護
の
心
情
を
も
つ
て
臨
む
こ
と
を

基
本
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　
２
．
何
人
も
、
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
、
傷
つ
け
、
又
は
苦
し
め
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
習
性
に
応
じ
適
正
に
取
り
扱
う
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
動
物
愛
護
週
間
）

第
三
条

　
　
国
民
の
間
に
ひ
ろ
く
動
物
の
愛
護
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
、
動
物
愛
護
週
間
を
設
け
る
。

　
２
．
動
物
愛
護
週
間
は
、
毎
年
九
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
と
す

る
。

　
３
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
動
物
愛
護
週
間
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行

事
を
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
）

第
四
条

　
　
動
物
の
所
有
者
及
び
管
理
者
は
、
そ
の
動
物
を
適
正
に
飼
養
又
は

管
理
し
、
そ
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
２
．
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
飼
養
及
び
管
理
に
関
し
よ
る
べ
き
基
準
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
犬
及
び
猫
の
引
取
り
）

第
五
条

　
　
犬
又
は
猫
の
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
を
や
め
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
動
物
を
他
人
に
譲
渡
す
る
場
合
及
び
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
狂
犬
病
予
防
員
に

引
取
り
を
求
め
る
場
合
、
そ
の
他
総
理
府
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
市
町

村
長
（
特
別
区
の
存
す
る
区
域
に
お
い
て
は
区
長
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
に
そ
の
動
物
の

引
取
り
を
求
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
．
市
町
村
長
は
、
犬
及
び
猫
の
引
取
り
を
動
物
の
愛
護
を
目
的
と
す
る
公

益
法
人
そ
の
他
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
３
．
内
閣
総
理
大
臣
は
、
市
町
村
長
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け

た
者
が
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
場
合
の
措
置
に
関
し
必
要
な
定
め
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
犬
及
び
猫
の
繁
殖
制
限
）

第
六
条

　
　
犬
又
は
猫
の
所
有
者
は
、
こ
れ
ら
の
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て
、

こ
れ
に
適
正
な
飼
養
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
よ
う

な
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
繁
殖
を
防
止
す
る
た
め
、

去
勢
そ
の
他
の
措
置
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
殺
す
場
合
の
措
置
）

第
七
条

　
　
動
物
を
殺
す
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
そ
の
動
物
に
苦
痛
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
．
内
閣
総
理
大
臣
は
、
動
物
を
殺
す
場
合
に
苦
痛
を
与
え
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
措
置
に
関
し
必
要
な
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
科
学
上
の
利
用
に
供
す
る
場
合
の
方
法
及
び
事
後
措
置
）
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第
八
条

　
　
動
物
を
試
験
研
究
の
用
、
生
物
学
的
製
剤
の
製
造
の
用
、
そ
の
他

科
学
上
の
利
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り
、
そ

の
動
物
に
苦
痛
を
与
え
な
い
方
法
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
．
動
物
が
科
学
上
の
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
利
用
の
結
果

救
う
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に
陥
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
科
学
上
の

利
用
に
供
し
た
者
は
、
直
ち
に
、
そ
の
動
物
が
で
き
る
限
り
苦
痛
を
伴
わ

な
い
で
死
ぬ
よ
う
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
３
．
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
方
法
及
び
前
項
の
措
置
に
関
し
よ
る
べ

き
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
護
動
物
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

第
九
条

　
　
何
人
も
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
一
、

　
不
必
要
な
苦
痛
を
伴
う
方
法
で
保
護
動
物
を
殺
す
行
為

　
　
二
、

　
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
保
護
動
物
に
著
し
い
苦
痛
又
は
著
し
い

損
傷
を
与
え
る
行
為

　
　
三
、

　
次
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
護
動
物
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保

護
動
物
で
、
人
の
飼
養
に
よ
ら
な
け
れ
ば
生
存
を
保
つ
こ
と
が
困
難

な
状
態
に
あ
る
も
の
を
遺
棄
す
る
行
為

　
　
四
、

　
保
護
動
物
を
闘
争
さ
せ
る
行
為

　
２
．
前
項
に
お
い
て
「
保
護
動
物
」
と
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
動
物
を
い

う
。

　
　
一
、

　
牛
、
馬
、
豚
、
め
ん
羊
、
や
ぎ
、
犬
、
猫
、
か
い
う
さ
ぎ
、
鶏
又

は
あ
ひ
る

　
　
二
、

　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
人
が
占
有
し
て
い
る
動
物
で

哺
乳
類
又
は
鳥
類
に
属
す
る
も
の

（
罰

　
　
則
）

第
十
条

　
　
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料

に
処
す
る
。

　
　
　
　
附

　
　
　
　
　
則

（
施
行
期
日
）

１
．
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
総
理
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

２
．
総
理
府
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
四
条
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
号
の
次
に
、
次
の
一

号
を
加
え
る
。

　
　
　
二
十
一

　
　
動
物
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

　
第
六
条
中
第
十
六
号
の
二
の
次
に
、
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
　
十
六
の
三

　
動
物
保
護
法
（
昭
和

　
　
年
法
律
第

　
　
　
　
号
）
の
施

行
に
関
す
る
こ
と
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）



　

96

３
．
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
第
二
百
八
十
一
条
第
二
項
中
第
七
号
の
次
に
、
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
　
七
の
二

　
　
犬
及
び
猫
の
引
取
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
軽
犯
罪
法
の
一
部
改
正
）

４
．
軽
犯
罪
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
第
一
条
中
第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
二
十
一

　
　
削

　
　
除

（
専
門
委
員
）

３
．
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
調
査
す
る
た
め
総
理
府
に
、
専

門
委
員
若
干
人
を
置
く
。

　
二
、
専
門
委
員
は
、
動
物
に
関
す
る
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
も
の
の
う

ち
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

　
三
、
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

出
典
：「
動
物
保
護
法
案
」
発
行
者
、
発
行
年
未
記
載
。
上
野
動
物
園
資
料
室
所
蔵
。

　
　
資
料
室
で
は
日
本
動
物
愛
護
協
会
や
日
本
動
物
福
祉
協
会
関
連
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
る
。
Ｂ
５
判
縦
書
き
。

資
料
三

　
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
（
一
九
六
六
）

　
　
　
　
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案

　
　
　
　
四
一
・
六
・
二
〇

　
全
日
本
動
物
愛
護
団
体
協
議
会
案

　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
的

第
一
条

　
こ
の
法
律
は
、
動
物
に
み
だ
り
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
の
防
止
、
動

物
の
適
正
な
取
扱
い
そ
の
他
動
物
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
国
民
の

間
に
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を
招
来
し
、
生
命
尊
重
、
友
愛
及
び
平
和
の
情

操
を
助
長
す
る
の
に
資
す
る
と
と
も
に
、
動
物
の
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定

め
て
動
物
に
よ
る
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
基

　
本

　
理

　
念

第
二
条

　
何
人
も
、
動
物
に
対
し
て
は
愛
護
の
心
情
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
を
基

本
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
２

　
何
人
も
、
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
、
傷
つ
け
、
又
は
苦
し
め
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
習
性
を
尊
重
し
て
適
正
に
取
り
扱

う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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動
物
愛
護
週
間

第
三
条

　
国
民
の
間
に
ひ
ろ
く
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
動
物
愛
護
週
間
を
設
け
る
。

　
　
２

　
動
物
愛
護
週
間
は
、
毎
年
九
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
と

す
る
。

　
　
３

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
動
物
愛
護
週
間
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い

行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
適
正
な
飼
養
及
び
保
管

第
四
条

　
動
物
の
所
有
者
及
び
占
有
者
は
、
そ
の
動
物
を
適
正
に
飼
養
し
又
は

保
管
し
、
も
っ
て
動
物
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と

も
に
、
動
物
が
他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
危
害
を
加
え
、
又
は

他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

〔
マ
マ
〕

　
　
２

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
し
、
関
係
行
政
機

関
の
長
と
協
議
し
て
よ
る
べ
き
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
３

　
都
道
府
県
知
事
（
動
物
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を
い

う
。
以
下
同
じ
）
は
、
そ
の
動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
動
物
の
適
正
な

飼
養
又
は
保
管
を
怠
っ
て
い
る
た
め
動
物
が
そ
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
し

得
ず
、
又
は
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
動
物
を
保
護
し
、
又
は
そ
の
動
物
に
よ
る
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
そ
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
危
険
動
物
等
の
届
出

第
五
条

　
種
族
保
存
上
特
別
の
保
護
を
要
す
る
動
物
及
び
人
の
生
命
、
身
体
又

は
財
産
に
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
又
は
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
に
な
る

動
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定
め
る
も
の
の
所
有
者
は
、
総
理
府
令
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
動
物
の
種
類
、
所
在
場
所
、
生
後
の
年
月
数
、
収

容
施
設
の
構
造
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
そ
の
動
物
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市

町
村
長
（
都
の
区
の
存
す
る
区
域
に
あ
っ
て
は
区
長
と
す
る
。
以
下
同
じ
）

を
経
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
前
項
の
規
定
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
は
適
用
し
な
い
。

　
　
　
　
犬
及
び
猫
の
引
取
り

第
六
条

　
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
は
、
犬
又
は
猫
の
引
取
り

を
そ
の
所
有
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
引
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
そ
の
犬
又
は
猫
を
引
取
る
べ
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き
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
２

　
前
項
の
規
定
は
、
所
有
者
の
な
い
犬
又
は
猫
の
引
取
り
を
そ
の
拾
得

者
そ
の
他
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

　
　
３

　
市
町
村
長
は
、
動
物
の
愛
護
を
目
的
と
す
る
公
益
法
人
そ
の
他
の
者

に
犬
又
は
猫
の
引
取
り
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
４

　
市
町
村
は
、
第
一
項
の
引
取
り
に
関
し
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
５

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
取
り
を

求
め
ら
れ
た
場
合
の
措
置
に
関
し
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
必
要

な
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
６

　
国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
一
項
又
は

第
二
項
に
規
定
す
る
犬
又
は
猫
の
引
取
り
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
負
傷
動
物
等
の
発
見
者
の
通
報
措
置

第
七
条

　
疫
病
に
か
か
り
若
し
く
は
負
傷
し
た
犬
猫
等
の
動
物
又
は
こ
れ
ら
の

動
物
の
死
体
を
発
見
し
た
者
は
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
所
有
者
が
判
明
し
な

い
と
き
は
市
町
村
長
に
報
告
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
市
町
村
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
報
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
動
物
又
は
そ
の
死
体
を
引
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
３

　
前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
動
物
を
引
取
る
場
合

に
準
用
す
る
。

　
　
　
　
犬
及
び
猫
の
繁
殖
制
限

第
八
条

　
犬
又
は
猫
の
所
有
者
は
、
こ
れ
ら
の
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て
こ

れ
に
適
正
な
飼
養
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
よ
う
な
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
繁
殖
を
防
止
す
る
た
め
、
生
殖
を

不
能
に
す
る
手
術
そ
の
他
の
措
置
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
の
措
置

第
九
条

　
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
そ
の
動
物
に
苦
痛
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
に
苦
痛
を
与
え
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
に
関
し
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
必
要

な
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
動
物
を
科
学
上
の
利
用
に
供
す
る
場
合
の
方
法
及
び
事
後
措
置

第
十
条

　
動
物
を
試
験
研
究
の
用
、
生
物
学
的
製
剤
の
製
造
の
用
そ
の
他
科
学
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上
の
利
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り
、
そ
の
動
物

に
苦
痛
を
与
え
な
い
方
法
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
動
物
が
科
学
上
の
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
お
い
て
そ
の
利
用
の
結
果

救
う
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
科
学
上
の
利

用
に
供
し
た
者
は
、
直
ち
に
、
そ
の
動
物
が
で
き
る
限
り
苦
痛
を
伴
わ
な
い

で
死
ぬ
よ
う
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
３

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
方
法
及
び
前
項
の
措
置
に
関
し
、
関

係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
よ
る
べ
き
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
動
物
保
護
専
門
委
員

第
十
一
条

　
総
理
府
に
、
動
物
保
護
専
門
委
員
七
人
以
内
を
置
く
。

　
　
２

　
動
物
保
護
専
門
委
員
は
、
動
物
に
関
す
る
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す

る
者
の
中
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
が
選
任
す
る
。

　
　
３

　
動
物
保
護
専
門
委
員
は
、
動
物
の
保
護
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
つ

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
答
え
、
ま
た
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
み
ず

か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
を
申
し
述
べ
る
。

　
　
４

　
動
物
保
護
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

　
　
　
　
罰

　
　
　
　
　
　
則

第
十
二
条

　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
又

は
科
料
に
処
す
る
。

　
　
　
一

　
正
当
な
理
由
が
な
く
て
不
必
要
な
苦
痛
を
伴
う
方
法
で
保
護
動
物

を
殺
す
行
為

　
　
　
二

　
正
当
な
理
由
が
な
く
て
保
護
動
物
に
著
し
い
苦
痛
又
は
著
し
い
損

傷
を
与
え
る
行
為

　
　
　
三

　
保
護
動
物
を
遺
棄
す
る
行
為

　
　
　
四

　
保
護
動
物
を
闘
争
さ
せ
る
行
為

　
　
２

　
前
項
に
お
い
て
「

〔
マ
マ
〕保

護
動
物
と
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
動
物
を
い

う
。

　
　
　
一

　
牛
、
馬
、
豚
、
め
ん
羊
、
や
ぎ
、
犬
、
猫
、
か
い
う
さ
ぎ
、
鶏
又

は
あ
ひ
る
。

　
　
　
二

　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
人
が
占
有
し
て
い
る
動
物
で

哺
乳
類
又
は
鳥
類
に
属
す
る
も
の

第
十
三
条

　
第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
。

　
　
　
　
解

　
釈

　
規

　
定

第
十
四
条

　
科
学
上
の
利
用
の
目
的
達
成
上
必
要
な
限
度
で
行
わ
れ
る
保
護
動

物
の
処
置
又
は
利
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
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の
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
食
用
、
皮
革
用
等
と
し
て
の
動
物
の
経
済
的
利
用
、
有
害
な
動
物
の

駆
除
そ
の
他
の
健
全
な
生
活
の
維
持
向
上
の
た
め
必
要
な
限
度
で
す
る
保
護

動
物
の
と
殺
そ
の
他
の
処
置
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の

行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
３

　
保
護
動
物
の
飼
養
を
や
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
他
に
適
当
な

飼
養
者
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
又
は
保
護
動
物
が
回
復
す
る
見

込
み
の
な
い
著
し
い
損
傷
を
被
り
、
そ
の
状
態
に
置
く
こ
と
は
い
た
ず
ら
に

当
該
動
物
を
苦
し
め
る
結
果
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
所
有
者
、
占
有
者
又

は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
動
物
の
処
置
の
委
託
を
受
け
た
者
が
当
該
動
物
に
対
し

て
行
な
う
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
置
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
行
為

に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
一

　
獣
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
す
る
と
殺
そ
の
他
の
処
置

　
　
　
二

　
前
号
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
の
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
処
置
を
行
う
者
が
と
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
の
う
ち
当
該
動
物

を
な
る
べ
く
苦
し
め
な
い
方
法
に
よ
っ
て
す
る
と
殺
そ
の
他
の
処
置

　
　
　
　
　（
以〔

マ

マ

〕

下
附
則
は
略
す
）

出
典
：「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
・
動
物
保
護
法
案
対
照
表
」
発
行
者
、
発
行
年
未
記
載
。

　
　
桜
美
林
大
学
鶴
田
文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号 d-1-（0（

　
　
日
本
動
物
愛
護
協
会
機
関
誌
『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
五
十
一
号
（
一
九
七
〇
年
）
の
付
属

資
料
と
推
定
。

　
　
Ｂ
５
判
縦
書
き
。

資
料
四

　
動
物
保
護
法
案
（
一
九
七
〇
）

　
　
　
　
動
物
保
護
法
案

　
　
　
　
四
五
・
五
・
一
一

　
自
由
民
主
党
政
調
内
閣
部
会
案

　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
的

第
一
条

　
こ
の
法
律
は
、
動
物
の
保
護
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
の
間
に
動
物
を
愛
護
す
る
気
風
を
招
来
し
、
生
命
尊
重
、
友

愛
及
び
平
和
の
情
操
を
助
長
す
る
の
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
基

　
本

　
原

　
則

第
二
条

　
何
人
も
、
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
、
傷
つ
け
、
又
は
苦
し
め
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
す
る
の
み
で
な
く
そ
の
習
性
を
尊
重
し
て
適
正
に
取
り
扱
う

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

第
三
条

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
動
物
の
愛
護
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を

高
め
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策

第
四
条

　
国
は
、
動
物
に
み
だ
り
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
の
防
止
、
動
物
の
適

正
な
取
扱
い
そ
の
他
動
物
の
保
護
に
関
し
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
地
方
公
共
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
一

　
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
二

　
犬
及
び
ね
こ
の
繁
殖
制
限
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
三

　
犬
及
び
ね
こ
引
取
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
四

　
そ
の
他
動
物
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
国
の
指
導
及
び
援
助

第
五
条

　
国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
前
条
第
二
項
の
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ

て
は
、
必
要
な
指
導
及
び
援
助
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
動
物
愛
護
週
間

第
六
条

　
国
民
の
間
に
ひ
ろ
く
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
動
物
愛
護
週
間
を
設
け
る
。

　
　
２

　
動
物
愛
護
週
間
は
、
毎
年
九
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
と

す
る
。

　
　
３

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
動
物
愛
護
週
間
に
は
、
そ
の
趣
旨
に
ふ

さ
わ
し
い
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
適
正
な
飼
養
及
び
保
管

第
七
条

　
動
物
の
所
有
者
及
び
占
有
者
は
、
そ
の
動
物
を
適
正
に
飼
養
又
は
保

管
し
て
、
そ
の
動
物
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
２

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
し
、
関
係
行
政
機

関
の
長
と
協
議
し
て
よ
る
べ
き
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
犬
及
び
ね
こ
の
繁
殖
制
限

第
八
条

　
犬
又
は
ね
こ
の
所
有
者
は
、
こ
れ
ら
の
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て
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こ
れ
に
適
正
な
飼
養
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
よ
う
な

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
繁
殖
を
防
止
す
る
た
め
、
生
殖

を
不
能
に
す
る
手
術
そ
の
他
の
措
置
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　
　
　
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
の
措
置

第
九
条

　
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
そ
の
動
物
に
苦
痛
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
動
物
の
生
命
を
断
つ
場
合
に
苦
痛
を
与
え
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
に
関
し
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
必
要

な
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
動
物
を
科
学
上
の
利
用
に
供
す
る
場
合
の
方
法
及
び
事
後
措
置

第
十
条

　
動
物
を
試
験
研
究
の
用
、
生
物
学
的
製
剤
の
製
造
の
用
そ
の
他
科
学

の
利
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り
、
そ
の
動
物
に

苦
痛
を
与
え
な
い
方
法
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２

　
動
物
が
科
学
上
の
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
利
用
の
結

果
救
う
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
科
学
上
の

利
用
に
供
し
た
者
は
、
直
ち
に
、
そ
の
動
物
が
で
き
る
限
り
苦
痛
を
伴
わ
な

い
で
死
ぬ
よ
う
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
３

　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
方
法
及
び
前
項
の
措
置
に
関
し
関
係

行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
よ
る
べ
き
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
動
物
保
護
委
員

第
十
一
条

　
総
理
府
に
、
動
物
保
護
委
員
七
人
以
内
を
置
く
。

　
　
２

　
動
物
保
護
委
員
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総

理
大
臣
が
選
任
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
過
半
数
は
動
物
に
関
す
る
専
門
の
学

識
経
験
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
３

　
動
物
保
護
委
員
は
、
動
物
の
保
護
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、

内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
答
え
、
ま
た
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

み
ず
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
を
申
し
述
べ
る
。

　
　
４

　
動
物
保
護
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
以〔

マ

マ

〕

下
附
則
は
略
す
）

出
典
：「
動
物
保
護
及
び
管
理
法
案
・
動
物
保
護
法
案
対
照
表
」
発
行
者
、
発
行
年
未
記
載
。

　
　
桜
美
林
大
学
鶴
田
文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号 d-1-（0（

　
　
日
本
動
物
愛
護
協
会
機
関
誌
『
ど
う
ぶ
つ
の
友
』
五
十
一
号
（
一
九
七
〇
年
）
の
付
属

資
料
と
推
定
。

　
　
Ｂ
５
判
縦
書
き
。
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「動物の保護及び管理に関する法律」における法案条文策定過程の検討

資
料

五
　

動
物

保
護

法
案

（
一

九
六

六
）・

動
物

保
護

及
び

管
理

法
案

（
一

九
六

六
）・

動
物

保
護

法
案

（
一

九
七

〇
）・

動
物

の
保

護
及

び
管

理
に

関
す

る
法

律
（

一
九

七
三

）
理

念
規

定
及

び
　

　
　

　
引

取
義

務
規

定
対

照
表

動
物

保
護

法
案

一
九

六
六

年
全

日
本

動
物

愛
護

団
体

協
議

会
案

動
物

保
護

及
び

管
理

法
案

一
九

六
六

年
六

月
二

〇
日

全
日

本
動

物
愛

護
団

体
協

議
会

案

動
物

保
護

法
案

一
九

七
〇

年
五

月
十

一
日

自
由

民
主

党
政

調
内

閣
部

会
案

動
物

の
保

護
及

び
管

理
に

関
す

る
法

律
一

九
七

三
年

十
月

一
日

公
布

法
律

第
百

五
号

（
昭

四
八

・
一

〇
・

一
）

　（
目

的
）

第
一

条
　

こ
の

法
律

は
、

動
物

の
適

正
な

取
扱

い
、

動
物

に
み

だ
り

に
苦

痛
を

与
え

る
こ

と
の

防
止

そ
の

他
動

物
の

保
護

に
関

す
る

事
項

を
定

め
、

も
つ

て
国

民
の

間
に

動
物

を
愛

護
す

る
気

風
を

招
来

し
、

国
民

の
友

愛
と

平
和

の
情

操
を

助
長

す
る

の
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　（
目

的
）

第
一

条
　

こ
の

法
律

は
、

動
物

に
み

だ
り

に
苦

痛
を

与
え

る
こ

と
の

防
止

、
動

物
の

適
正

な
取

扱
い

そ
の

他
動

物
の

保
護

に
関

す
る

事
項

を
定

め
て

国
民

の
間

に
動

物
を

愛
護

す
る

気
風

を
招

来
し

、
生

命
尊

重
、

友
愛

及
び

平
和

の
情

操
を

助
長

す
る

の
に

資
す

る
と

と
も

に
、

動
物

の
管

理
に

関
す

る
事

項
を

定
め

て
動

物
に

よ
る

人
の

生
命

、
身

体
及

び
財

産
の

侵
害

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　（
目

的
）

第
一

条
　

こ
の

法
律

は
、

動
物

の
保

護
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

国
民

の
間

に
動

物
を

愛
護

す
る

気
風

を
招

来
し

、
生

命
尊

重
、

友
愛

及
び

平
和

の
情

操
を

助
長

す
る

の
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　（
目

的
）

第
一

条
　

こ
の

法
律

は
、

動
物

の
虐

待
の

防
止

、
動

物
の

適
正

な
取

扱
い

そ
の

他
動

物
の

保
護

に
関

す
る

事
項

を
定

め
て

国
民

の
間

に
動

物
を

愛
護

す
る

気
風

を
招

来
し

、
生

命
尊

重
、

友
愛

及
び

平
和

の
情

操
の

涵
養

に
資

す
る

と
と

も
に

、
動

物
の

管
理

に
関

す
る

事
項

を
定

め
て

動
物

に
よ

る
人

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

に
対

す
る

侵
害

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　（
基

本
理

念
）

第
二

条
　

何
人

も
、

動
物

に
対

し
て

は
愛

護
の

心
情

を
も

つ
て

臨
む

こ
と

を
基

本
と

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

２
　

何
人

も
、

動
物

を
み

だ
り

に
殺

し
、

傷
つ

け
、

又
は

苦
し

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

す
る

の
み

で
な

く
、

そ
の

風
習

に
応

じ
適

正
に

取
り

扱
う

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

　（
基

本
理

念
）

第
二

条
　

何
人

も
、

動
物

に
対

し
て

は
愛

護
の

心
情

を
も

っ
て

臨
む

こ
と

を
基

本
と

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

２
　

何
人

も
、

動
物

を
み

だ
り

に
殺

し
、

傷
つ

け
、

又
は

苦
し

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

す
る

の
み

で
な

く
、

そ
の

習
性

を
尊

重
し

て
適

正
に

取
り

扱
う

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

　（
基

本
原

則
）

第
二

条
　

何
人

も
、

動
物

を
み

だ
り

に
殺

し
、

傷
つ

け
、

又
は

苦
し

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

す
る

の
み

で
な

く
そ

の
習

性
を

尊
重

し
て

適
正

に
取

り
扱

う
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　（
基

本
原

則
）

第
二

条
　

何
人

も
、

動
物

を
み

だ
り

に
殺

し
、

傷
つ

け
、

又
は

苦
し

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

す
る

の
み

で
な

く
、

そ
の

習
性

を
考

慮
し

て
適

正
に

取
り

扱
う

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

　（
犬

及
び

猫
の

引
取

り
）

第
五

条
　

犬
又

は
猫

の
所

有
者

は
、

そ
の

所
有

を
や

め
よ

う
と

す
る

場
合

に
は

、
そ

の
動

物
を

他
人

に
譲

渡
す

る
場

合
及

び
狂

犬
病

予
防

法
（

昭
和

二
十

五
年

法
律

第
二

百
四

十
七

号
）

第
三

条
に

規
定

す
る

狂
犬

病
予

防
員

に
引

取
り

を
求

め
る

場
合

、
そ

の
他

総
理

府
で

定
め

る
場

合
を

除
き

、
市

町
村

長
（

特
別

区
の

存
す

る
区

域
に

お
い

て
は

区
長

。
以

下
こ

の
条

に
お

い

　（
犬

及
び

猫
の

引
取

り
）

第
六

条
　

市
町

村
（

特
別

区
を

含
む

。
以

下
同

じ
）

は
、

犬
又

は
猫

の
引

取
り

を
そ

の
所

有
者

か
ら

求
め

ら
れ

た
と

き
は

、
こ

れ
を

引
取

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
市

町
村

長
は

、
そ

の
犬

又
は

猫
を

引
取

る
べ

き
場

所
を

指
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

　
２

　
前

項
の

規
定

は
、

所
有

者
の

な
い

犬
又

は
猫

の
引

取
り

を
そ

の
取

得
者

そ
の

他

　（
国

及
び

地
方

公
共

団
体

の
施

策
）

第
四

条
　

国
は

、
動

物
に

み
だ

り
に

苦
痛

を
与

え
る

こ
と

の
防

止
、

動
物

の
適

正
な

取
扱

い
そ

の
他

動
物

の
保

護
に

関
し

必
要

な
施

策
を

講
ず

る
よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

　
２

　
地

方
公

共
団

体
は

、
次

に
掲

げ
る

事
項

に
つ

き
、

必
要

な
施

策
を

講
ず

る
よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

　
　

一
　

動
物

の
適

正
な

飼
養

及
び

保
管

に
関

　（
犬

及
び

ね
こ

の
引

取
り

）
第

七
条

　
都

道
府

県
又

は
政

令
で

定
め

る
市

（
以

下
「

都
道

府
県

等
」

と
い

う
。）

は
、

犬
又

は
ね

こ
の

引
取

り
を

そ
の

所
有

者
か

ら
求

め
ら

れ
た

と
き

は
、

こ
れ

を
引

き
取

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
都

道
府

県
知

事
又

は
当

該
政

令
で

定
め

る
市

の
長

（
以

下
「

都
道

府
県

知
事

等
」

と
い

う
。）

は
、

そ
の

犬
又

は
ね

こ
を

引
き

取
る

べ
き

場
所
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て
同

じ
。）

又
は

次
項

の
規

定
に

よ
り

委
託

を
受

け
た

者
に

そ
の

動
物

の
引

取
り

を
求

め
る

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

　
２

　
市

町
村

長
は

、
犬

及
び

猫
の

引
取

り
を

動
物

の
愛

護
を

目
的

と
す

る
公

益
法

人
そ

の
他

の
者

に
委

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

３
　

内
閣

総
理

大
臣

は
、

市
町

村
長

又
は

前
項

の
規

定
に

よ
り

委
託

を
受

け
た

者
が

引
取

り
を

求
め

ら
れ

た
場

合
の

措
置

に
関

し
必

要
な

定
め

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

　
　

か
ら

求
め

ら
れ

た
場

合
に

準
用

す
る

。
　

　
３

　
市

町
村

長
は

、
動

物
の

愛
護

を
目

的
と

す
る

公
益

法
人

そ
の

他
の

者
に

犬
又

は
猫

の
引

取
り

を
委

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

４
　

市
町

村
は

、
第

一
項

の
引

取
り

に
関

し
、

条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
手

数
料

を
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

５
　

内
閣

総
理

大
臣

は
、

第
一

項
又

は
第

二
項

の
規

定
に

よ
り

引
取

り
を

求
め

ら
れ

た
場

合
の

措
置

に
関

し
、

関
係

行
政

機
関

の
長

と
協

議
し

て
必

要
な

定
め

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

６
　

国
は

、
市

町
村

に
対

し
、

予
算

の
範

囲
内

に
お

い
て

、
第

一
項

又
は

第
二

項
に

規
定

す
る

犬
又

は
猫

の
引

取
り

に
要

す
る

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
　

　
　

す
る

こ
と

。
　

　
　

二
　

犬
及

び
ね

こ
の

繁
殖

制
限

に
関

す
る

こ
と

。
　

　
　

三
　

犬
及

び
ね

こ
引

取
り

に
関

す
る

こ
と

。
　

　
　

四
　

そ
の

他
動

物
の

保
護

に
関

す
る

こ
と

。

　（
国

の
指

導
及

び
援

助
）

第
五

条
　

国
は

、
地

方
公

共
団

体
が

前
条

第
二

項
の

施
策

を
講

ず
る

に
当

た
っ

て
は

、
必

要
な

指
導

及
び

援
助

を
行

う
よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

　
　

　
　

を
指

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

２
　

前
項

の
規

定
は

、
都

道
府

県
等

が
所

有
者

の
判

明
し

な
い

犬
又

は
ね

こ
の

引
取

り
を

そ
の

拾
得

者
そ

の
他

の
者

か
ら

求
め

ら
れ

た
場

合
に

準
用

す
る

。
　

　
３

　
都

道
府

県
知

事
は

、
市

町
村

長
（

第
一

項
の

政
令

で
定

め
る

市
の

長
を

除
き

、
特

別
区

の
区

長
を

含
む

。）
に

対
し

、
第

一
項

（
前

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
以

下
第

六
項

及
び

第
七

項
に

お
い

て
同

じ
。）

の
規

定
に

よ
る

犬
又

は
ね

こ
の

引
取

り
に

関
し

、
必

要
な

協
力

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

　
４

　
都

道
府

県
知

事
等

は
、

動
物

の
愛

護
を

目
的

と
す

る
公

益
法

人
そ

の
他

の
者

に
犬

及
び

ね
こ

の
引

取
り

を
委

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

５
　

都
道

府
県

等
は

、
第

一
項

の
引

取
り

に
関

し
、

条
例

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
手

数
料

を
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

６
　

内
閣

総
理

大
臣

は
、

関
係

行
政

機
関

の
長

と
協

議
し

て
、

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
引

取
り

を
求

め
ら

れ
た

場
合

の
措

置
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

７
　

国
は

、
都

道
府

県
等

に
対

し
、

予
算

の
範

囲
内

に
お

い
て

、
政

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

第
一

項
の

引
取

り
に

関
し

、
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

出
典

：「
動

物
保

護
法

案
」

発
行

者
、

発
行

年
未

記
載

。
上

野
動

物
園

資
料

室
所

蔵
。

備
考

：
資

料
室

で
は

日
本

動
物

愛
護

協
会

や
日

本
動

物
福

祉
協

会
関

連
資

料
と

し
て

保
存

さ
れ

て
い

る
。

引
用

の
際

、
イ

ン
デ

ン
ト

、
行

間
を

調
整

し
、

見
出

し
に

は
（

　
）

を
付

し
た

。

出
典

：「
動

物
保

護
及

び
管

理
法

案
・

動
物

保
護

法
案

対
照

表
」

発
行

者
、

発
行

年
未

記
載

。
桜

美
林

大
学

鶴
田

文
庫

所
蔵

、
整

理
番

号
 d-1-（0（

備
考

：
日

本
動

物
愛

護
協

会
機

関
誌

『
ど

う
ぶ

つ
の

友
』

五
十

一
号

（
一

九
七

〇
年

）
の

付
属

資
料

と
推

定
さ

れ
る

。
引

用
の

際
、

イ
ン

デ
ン

ト
、

行
間

を
調

整
し

、
見

出
し

に
は

（
　

）
を

付
し

た
。

出
典

：「
動

物
保

護
及

び
管

理
法

案
・

動
物

保
護

法
案

対
照

表
」

発
行

者
、

発
行

年
未

記
載

。
桜

美
林

大
学

鶴
田

文
庫

所
蔵

、
整

理
番

号
 d-1-（0（

備
考

：
日

本
動

物
愛

護
協

会
機

関
誌

『
ど

う
ぶ

つ
の

友
』

五
十

一
号

（
一

九
七

〇
年

）
の

付
属

資
料

と
推

定
さ

れ
る

。
引

用
の

際
、

イ
ン

デ
ン

ト
、

行
間

を
調

整
し

、
見

出
し

に
は

（
　

）
を

付
し

た
。

出
典

：
総

理
府

『
動

物
の

保
護

及
び

管
理

に
関

す
る

法
律

・
御

署
名

原
本

・
昭

和
四

十
八

年
・

第
四

巻
・

法
律

第
一

〇
五

号
』

総
理

府
、

一
九

七
三

年
、

三
—

十
三

頁
。

国
立

公
文

書
館

デ
ジ

タ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
よ

り
二

〇
一

四
年

十
一

月
十

二
日

取
得

。
備

考
：

引
用

の
際

、
イ

ン
デ

ン
ト

、
行

間
を

調
整

し
た

。




